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　はじめに

　日本新聞協会は、自由で責任ある新聞を維持発展させるという目的で新聞・通信・放送
各社が１９４６年に創設した全国的な機関であり、編集倫理の向上とともに広告、販売、
製作技術など新聞発行にかかわる各分野の共同研究・調査活動を行っている。
　コンピューター技術の発展や電気通信分野の高度化は機器のダウンサイジングやオープ
ン化をもたらし、新聞製作においても標準化を求める動きが活発化してきた。１９９２年
には「日本新聞協会選挙ＦＤ標準フォーマット」、１９９３年には｢人事ＦＤ標準フォー
マット」が完成するなど、報道支援を中心としたソフトウエア分野での共有化が進み出し
た。
　写真電送の分野では１９９１年８月、各社共通フォーマットの策定を行うことになっ
た。画像電子学会などの下部機構として発足した写真電送ワーキンググループ（ＷＧ１）
から新聞界に委員派遣依頼があり、新聞協会情報・通信部会（旧電気通信委員会）でも、
カラーデジタル画像の標準化に向けて議論が始まった。
　ＷＧ１では、１９９２年４月、新聞３社、通信１社、メーカー３社からなるフォーマッ
ト作業班を組織し、日本新聞協会デジタル写真フォーマット（ＮＳＫ　ＴＩＦＦ）を作成
した。
　ＮＳＫ　ＴＩＦＦは１９９４年３月に英国ウインザーで開かれたＩＰＴＣ春季全体会議
にも報告し、同年５月、４４回の会議を終え完成した。引き続きＮＳＫ　ＴＩＦＦの通信
プロトコルを検討する作業班が発足して、本年５月末まで２８回の審議を重ねＮＳＫプロ
トコルの策定を進めてきた。初会合から勉強会を積極的に取り入れ、１９９４年１２月ま
でにＺＭＯＤＥＭとＴＣＰ／ＩＰの採用を決定した。ＮＳＫプロトコルは１９９５年３月
のＩＰＴＣ春季全体会議にも英語版ドラフトVer.0.7として報告した。その後、さらに技
術的な検討を加えると共に、基本的な運用管理規定を定め今回の発表を迎えた。

　本書作成にあたって、編集作業に参加していただいたメーカー関係者各位、ならびに新
聞・通信各社委員に心から御礼申し上げます。そして、ＩＰＴＣメンバー各位、特に本書
の英語版の監修を引き受けていただいたＩＰＴＣマネージング・ディレクターのデビッ
ド・アレン氏、ＮＰＤＷＰ議長としてアドバイスしていただいたＡＦＰのステファン・ゲ
リオ氏、翻訳に関し協力していただいたＡＰ東京支局写真技術部長の佐藤光彦氏に敬意を
表します。

１９９５年５月 デジタル写真標準化ワーキンググループ
　　　　　　　　　　プロトコル作業班
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「ＮＳＫプロトコル」改訂にあたって

　この文書は、ＮＳＫプロトコル改訂版（Revision１．１）を規定したものである。
　ＮＳＫプロトコルはＮＳＫ　ＴＩＦＦ（日本新聞協会デジタル写真フォーマット）を
電送するためのプロトコルとして、１９９５年３月、デジタル写真標準化ワーキンググ
ループプロトコル作業班により策定された。
　今回、ＮＳＫプロトコルを改訂することになったのは、ＮＳＫ　ＴＩＦＦ（日本新聞
協会デジタル写真フォーマット）Revision１．１が ９７年１１月、技術委員会の承認
を受け、新たにリリースされたことによる。
　ＮＳＫプロトコルそのものについては変更はなく、ＮＳＫ　ＴＩＦＦフォーマットに
おいて改訂された諸点との整合性を図るため、微調整を行う必要が生じたものである。
　改訂にあたって留意すべきは次の点である。
　ＮＳＫ　ＴＩＦＦフォーマットでは、サービスＩＤおよび生成媒体の登録制を廃止し
た。また新聞協会の組織改編が行われ、担当セクションは開発部から技術部へと名称を
変更している。プロトコルにおける改訂個所は、これらに合わせた部分である。
　このほか第５章における移動体通信サービスの動向等は、策定当初に比べ進歩の状況
は著しいが、特に修正は加えていない。
　写真電送の世界はオリンピック等さまざまな大舞台を経て、飛躍的に発展している。
今回の改訂作業を担った情報・通信部会ＮＳＫ　ＴＩＦＦサポートチームでは今後に向
けた諸活動をすでにスタートしている。
　これまでの活動を見守ってくれた上位部会（情報・通信部会）並びに技術委員会に謝
意を表したい。

１９９８年５月 ＮＳＫ　ＴＩＦＦサポートチーム
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履　歴

１９９５年５月３０日　　Ｒｅｖｉｓｉｏｎ１．０発行
１９９８年５月１５日　　Ｒｅｖｉｓｉｏｎ１．１発行
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第１章　ＮＳＫプロトコルの概要

　１９９５年３月、このＮＳＫプロトコルはデジタル写真標準化ワーキンググ
ループプロトコル作業班により策定された。これは、１９９４年３月に日本新
聞協会電気通信委員会電気通信委員会電気通信委員会電気通信委員会電気通信委員会（注１）で了承されたＮＳＫ　ＴＩＦＦを電送するため
のプロトコルとして、１９９５年５月、日本新聞協会技術委員会で承認された。
　本書は英語版も作成され、ドラフトVer.0.7が１９９５年３月２７日のＩＰＩＰＩＰＩＰＩＰ
ＴＣＴＣＴＣＴＣＴＣ（注２）春季全体会議のNews Photo Digitisation Working Party で発表
された。ＩＰＴＣとの意見交換や技術的な見直しを経て、５月３０日に日本語
版 Revision 1.0を発行する運びとなった。６月中旬に発行される英語版Revi-
sion 1.0では、日本新聞協会内の規定は外国通信社などでは必要ないため省略
した。
　１．１．ではＮＳＫプロトコルの目的と策定経緯について述べ、１．２．で
はＯＳＩ基本参照モデルに沿ってＮＳＫ　ＴＩＦＦを電送するためのアナログ、
デジタル公衆回線における推奨プロトコルの概要を説明する。また、このＮＳ
Ｋプロトコルの適用範囲と運用上の注意点について、基本的な考え方を示す。

　　　第１章　目　次

　　１．１．　ＮＳＫプロトコルの基本方針と策定経緯
　　　１．１．１．　基本方針--------------------------------------------６
　　　１．１．２．　策定経緯--------------------------------------------６
　　　１．１．３．　プロトコルの策定理由--------------------------------７
　　　１．１．４．　比較検討--------------------------------------------７

　　１．２．　ＮＳＫプロトコルの概要
　　　１．２．１．　関係する国際標準化機関と活動------------------------８
　　　１．２．２．　ＯＳＩ基本参照モデル--------------------------------９
　　　１．２．３．　アナログ公衆回線用プロトコルの概要----------------１１
　　　１．２．４．　デジタル公衆回線用プロトコルの概要----------------１３
　　　１．２．５．　適用範囲と運用上の注意点--------------------------１４

注１）1994年 9月、日本新聞協会内の機構改革により電気通信委員会は、より大きな組織である技術委
員会に改組された。詳しい組織図は付録を参照。

注２）International Press Telecommunications Councilの略。国際新聞電気通信評議会。
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１．１．　ＮＳＫプロトコルの基本方針と策定経緯

　１．１．１．　基本方針

下記の基本方針に添って本プロトコルの検討を行なった。

　（１）ＮＳＫ　ＴＩＦＦのプロトコルは特殊な専用プロトコルとせず、汎用プロトコル
の中から適したものを選択し採用する。

　（２）アナログとデジタルとに回線種別を分け、Point to Pointでの接続を考える。

　（３）将来に向けて、同報送信、ネットワーク接続についても調査、研究する。

　１．１．２．　策定経緯

　デジタル写真の標準フォーマット策定作業を完了した後、１９９４年４月、１７
社２５人（新聞・通信社９社１４人、メーカー８社１１人）で構成されるワーキン
ググループを発足させ、２８回にわたる会合を持ち、研究、検討を重ねてきた。そ
の間、電気通信事業者、メーカーを講師に勉強会を行った。主な内容はパソコン通
信におけるプロトコル、高速モデム規格、国際標準プロトコル（Ｇ４ＦＡＸ）、Ｉ
ＳＤＮで利用されているプロトコルなどである。
　アナログ公衆回線プロトコルは１９９４年９月２１日に全会一致でＺＭＯＤＥＭ
プロトコルに決定、１９９４年１１月２４日に上部団体の統括ワーキンググループ
に報告した。デジタル公衆回線プロトコルは１９９４年１２月２０日、ネットワー
ク接続とし、ＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰ（注３）＋ＴＣＰ／ＩＰ＋ＦＴＰに全会一致で決定した。１９
９５年１月１２日の日本新聞協会技術委員会で報告、基本的な方向が了承された。

注３）Point to Point  Protocolの略。インターネット通信におけるデータリンク層での標準プロトコ

　　　ル。異機種のルーター同士の接続が、このPPP により容易になった。
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　１．１．３．　プロトコルの策定理由

　（１） ＺＭＯＤＥＭ

　パソコン通信での広い普及
　高速モデムでの高速通信
　容易な操作性

　（２）ＴＣＰ／ＩＰ

　世界的な業界標準でインターネットでの実績がある
　各種のプラットフォームに共通なプロトコルで汎用性がある
　代表取材の配信など各社間のシステムの対応が容易
　記事系のシステムとの統合が容易になる

　１．１．４．　比較検討

　（１）アナログ公衆回線

ＢＰＬＵＳＢＰＬＵＳＢＰＬＵＳＢＰＬＵＳＢＰＬＵＳ（注４）：ホストプログラムが非公開で、ライセンスが必要である。
ＤＩＴＤＩＴＤＩＴＤＩＴＤＩＴ（注５）：ＡＦＰやＡＰなどＩＰＴＣ加盟社の電送機で使用されている。

コダック社のＤＣＳの電送にも利用されたが、日本国内ではパソコ
ン上への移植がほとんどなくＺＭＯＤＥＭに比べエラー訂正機能が
やや複雑である。

　（２） デジタル公衆回線

Ｇ４ＦＡＸ：国際標準だが全てに対して規格化されているため、ファイル転送だけ
　の部分使用は難しい。

ＦＴＡＭＦＴＡＭＦＴＡＭＦＴＡＭＦＴＡＭ（注６）：国際標準だがプロトコル自体が複雑なため転送するためのマシン
　能力が必要である。

ＨＤＬＣ系独自プロトコル：プロトコルの上位層を独自に作成する必要がある。

注４）米国のCompu Serveで開発されたセンター主導のファイル転送プロトコル。クライアントプログ
　　　ラムの仕様はオープンだが、センター側プログラムに関しては、ライセンスを受ける必要がある。
注５）Digital Information Transmissionの略。ＡＦＰとハッセルブラッド社が共同開発したデジタル
　　　画像電送プロトコル。現在のバージョンは３.２である。
注６）File Transfer, Access and Managementの略。ネットワークでのファイル転送と共有のためのＩ
　　　ＴＵ標準。
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１．２．　ＮＳＫプロトコルの概要

　従来の写真電送における通信プロトコルは、システムおよび端末装置固有の仕様
に基づいていた。システムに要求される機能が多種多様化するなかで、新聞･通信各
社独自の仕様でシステム構築することは不経済になってきた。標準化を積極的に取
り入れて行くことが重要である。
　このような背景から新聞・通信各社が共通に使用できる電送機と受信システムの
ネットワークアーキテクチャ－の確立が望まれている。ＮＳＫ　ＴＩＦＦの策定に
引き続き、デジタル写真標準化ワーキンググループがただちにＮＳＫプロトコルに
取り組んだのもこのためである。これからは、電送機は特殊なプロトコルを使用す
る専用機である必要性はなく、汎用のハードウエアとソフトウエアを採用するべき
である。受信システムもパーソナルコンピューターやワークステーションなどの汎
用コンピューターを使用したものが一般的になりつつある。日本新聞協会では、こ
れらの電送機やシステム装置間の通信のための推奨プロトコルを制定した。
　ここではアナログおよびデジタル公衆回線でのＮＳＫプロトコルの概要を説明す
る。

　１．２．１．　関係する国際標準化機関と活動

　データ通信分野における国際標準化機関には、ＩＳＯＩＳＯＩＳＯＩＳＯＩＳＯ（注７）とＩＴＵ－ＴＳＩＴＵ－ＴＳＩＴＵ－ＴＳＩＴＵ－ＴＳＩＴＵ－ＴＳ（注
８）がある。ＩＳＯ規格は、各国の国家規格が準拠するべく定められたもので、Ｉ
ＴＵ－Ｔ勧告は、実際に国際間、装置間の通信を支障なく行なうための標準である。
　ＩＳＯでの情報処理分野の活動は、ＴＣ９７で行なわれている。日本新聞協会が
策定したＮＳＫ　ＴＩＦＦに影響を与えた印刷分野の標準ＴＣ１３０も、同じＩＳ
Ｏに母体がある。ＩＴＵではファクシミリ、テレックス、ビデオテックスなどのテ
レマティック端末を担当している。ＳＧ７ではデータ通信網を、ＳＧ８ではプロト
コルを、ＳＧ１７では電話網によるデータ通信を、ＳＧ１８ではＩＳＤＮ関係をそ
れぞれ担当している。

注７）International Standards Organizationの略。国際標準化機構。工業関連分野の様々な標準化を
行なう国際機関。

注８）International Telecommunication Union-Telecommunication Standardization Sectorの略。国
際電気通信連合電気通信標準化セクター。電気通信関連の研究や勧告の策定を行なう。1993年に
CCITT が組織改編されたことにともない改称された。
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　１．２．２．　ＯＳＩ基本参照モデル

　様々な国際標準を開発してきたＩＳＯは、ハードウエアやネットワーキング特性
にとらわれない形での、システム間の通信および相互操作性を実現するための概念
モデルとして、ＯＳＩ基本参照モデルＯＳＩ基本参照モデルＯＳＩ基本参照モデルＯＳＩ基本参照モデルＯＳＩ基本参照モデル（注９）を発表した。これはＩＳＯではＩＳ
７４９８、ＩＴＵではＩＴＵ　Ｘ．２００として制定されている。ＯＳＩ基本参照
モデルは、図１．１の通り７層で構成されている。通信網に近い方を下位層、アプ
リケーション層に近い方を上位層と呼んでいる。ＩＳＯのなかでは、トランスポー
ト層以下の下位層はＳＣ６が、セッション層以上の上位層はＳＣ２１が担当してい
る。

図１．１　ＯＳＩ基本参照モデル図

 第７層  アプリケーション層  アプリケーションで必要とされる通信サービス
 の提供、ファイル転送、メッセージ交換

 第６層  プレゼンテーション層  データ表現形式の変換、マシンの種類に応じた
 データの種類、形式の変換

 第５層  セッション層  同期を取ったり、全半二重通信を行う、仮想
 通信回線の接続、切断、緊急通信

 第４層  トランスポート層  透過的に送るデータ転送機能、通信網の品質
 が良くないときなどの訂正、補完

 第３層  ネットワーク層  通信経路の選択やデータの中継を行う、複数
 のネットワークを介して接続する機能

 第２層  データリンク層  同一ケーブル上で接続された装置間でのデー
 タを交換する機能

 第１層  物理層  コネクターの形状、ピン配置等の物理的な規定
 モデム、ＤＳＵとのインターフェースの規定

表１．１　ＯＳＩ基本参照モデルの意味

注９）Open System Interconnection Basic Reference Modelの略。7つの層から構成され、各層におい
てネットワーク機能を規定している。
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　表１．１にＯＳＩ基本参照モデルの各層の意味を示す。このように通信プロトコ
ルを７つの階層に分け細かく規定する理由は、技術革新によりある層が古くなって
も、該当する層の改善だけで相互通信や装置対応に対処できるからである。

　図１．２に日本新聞協会でＮＳＫ　ＴＩＦＦの電送のため定めた推奨プロトコル
のイメージを示す。アナログ公衆回線でのプロトコルでＺＭＯＤＥＭには、ネット
ワーク層の機能がないなど、厳密な意味ではＯＳＩモデルにあてはめることは妥当
ではない。今回策定したプロトコルの概念としてこのように表現することが可能で
ある。

図１．２　アナログ公衆回線およびデジタル公衆回線での　　
日本新聞協会推奨プロトコルのイメージ
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　１．２．３．　アナログ公衆回線用プロトコルの概要

　（１）概要
　アナログ公衆回線用プロトコルはＺＭＯＤＥＭを採用している。ＺＭＯＤＥＭは、
アメリカのパソコンユーザーが開発したファイル転送のプロトコルをバイナリファ
イルも転送できるように、１９８７年にオーメンテクノロジー社が改善したもので
ある。このＺＭＯＤＥＭはほとんどのパソコン通信ソフトがサポートしている非同
期通信プロトコルの標準的存在である。

　（２）プロトコル要約

　ＺＭＯＤＥＭではユーザーデータを透過的に送信する。データは図１．３のよう
なフレームで構成されている。

　　（ａ）フレーム構成

　データはヘッダーとデータサブパケットから構成される。ヘッダーは４種類、
データサブパケットは２種類で用途に応じて使用される。データサブパケットはな
い場合と複数ある場合があり、可変長。

図１．３　ＺＭＯＤＥＭのフレーム構成の一例

ヘッダー データサブパケット

ＺＰＡＤＺＤＬＥ“Ａ”ＴＹＰＥ Flag/Position ＣＲＣ ＤＡＴＡ ＺＤＬＥ Frame end ＣＲＣ
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　　（ｂ）転送シーケンス

　ＺＭＯＤＥＭのファイル転送は送受信ともフレーム単位で行う。図１．４にＺＭ
ＯＤＥＭ転送シーケンス例を示す。
　送信側は再送要求が受信側より送られてこない限り送信データを送り続ける。受
信側では送られてきたデータの整合性をチェックし、エラーが発生した場合はエ
ラーの発生した場所の位置を送信する。送信側から指定されたデータを再送する。

図１．４　ＺＭＯＤＥＭ転送シーケンス例

受信側送信側

初期化コマンド

初期化コマンド

転送オプション指定

送信開始位置

送信データ

送信データ

　　・
　　・
　　・

ファイル終了コマンド

初期化コマンド

受信終了コマンド

送信終了コマンド

“○○”
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　１．２．４．　デジタル公衆回線用プロトコルの概要

　（１）概要
　デジタル公衆回線用プロトコルとしては、ＴＣＰ／ＩＰを中心として、ＰＰＰ、Ｆ
ＴＰを、関連プロトコルとして採用を決めた。ＴＣＰ／ＩＰは１９６０年代末に米
国ＤＡＲＰＡ（国防総省高等研究計画局）の広域分散コンピューター・ネットワー
ク研究により誕生したプロトコル群であり、米国の大学、研究所を結ぶ研究者用
ネットワークＡＲＰＡＮＥＴで採用された。また、ＢＳＤ系ＵＮＩＸが標準として
採用したため全世界で急速に広まり、地球規模のネットワークであるインターネッ
トでも、ＴＣＰ／ＩＰが使われ、実績の高さからＵＮＩＸ以外の環境でも採用が進
んでいる。

　図１．５にデジタル公衆回線での推奨プロトコルの構成を示す。ＮＳＫプロトコ
ルとしては、通信路の開設に必要なプロトコルとしてＰＰＰ、パケットの転送・経
路制御のためにＴＣＰ／ＩＰ、ファイル転送のためにＦＴＰを推奨とした。

　（２）各プロトコルの要約
　ＮＳＫプロトコルは、デジタル公衆回線でのファイル転送に以下の各プロトコル
が使用される。

　　（ａ）ＰＰＰ
　ＰＰＰは、回線に接続するインターフェース装置と、回線上でデータ伝送するた
めのプロトコルである。特徴は、複数の上位プロトコルに対応、認証、エラー検出、
ＩＰアドレスの情報交換、パケットヘッダー部の圧縮などの機能が利用できること
である。

図１．５　デジタル公衆回線での推奨プロトコルの構成
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　　（ｂ）ＴＣＰ／ＩＰ
　ＴＣＰとＩＰはそれぞれのレイヤごとのプロトコル名称であるが、ＴＣＰ／ＩＰ
と表現される場合には、実際に通信を行う上で利用されるプロトコル群全体を指す。
　ＴＣＰは、特定のサービスを提供するサーバー・プロセスにデータを送り届ける
ために用いられる。
　ＩＰは、ＩＰアドレスを持つホスト間でパケット（データグラム）を送り届ける
ために用いられる。

　　（ｃ）ＦＴＰ
　ＦＴＰは、ＴＣＰのトランスポートサービスを利用して、異なった仕様を持つコ
ンピューター間においても、信頼性の高いファイル転送を実行する重要なプロトコ
ルである。特徴は、クライアントとサーバーの認証、ファイル所有権、アクセス保
護、データフォーマット変換などの機能が利用できることである。

　１．２．５．　適用範囲と運用上の注意点

　ＮＳＫプロトコルは、既存のプロトコルの中から業界内で共通に使用できるもの
を選定し規定した。
　アナログ公衆回線用のＺＭＯＤＥＭは、一般に普及しているパソコン用通信ソフ
トとの互換性も狙っている。オプション機能の選択については、コンフォーマンス
テストの結果により、今後変更することがある。
　デジタル公衆回線用のデータリンク層ＰＰＰは、この層のネットワークプロトコ
ルの中で現在は主流である。今後、新しい回線インフラの登場や見直しで大きな変
更があったときは、ＯＳＩモデルの主旨どおりＮＳＫプロトコルでも更新する必要
がある。上位層のＦＴＰは、ＮＳＫプロトコルのファイル転送プロトコルとして極
めて基本的なものと位置付ける。実際の通信は、このＦＴＰの応用アプリケーショ
ンを利用して実現される。
　通信においては、セキュリティーに配慮する必要がある。特にＴＣＰ／ＩＰでは
十分に通信の安全性が保たれるよう工夫すべきである。

　ＮＳＫプロトコルの運用は、日本新聞協会が定めた運用管理規定に従わなければ
ならない。ＮＳＫプロトコルの運用管理規定を第４章に掲載した。これは基本的な
ガイドラインとしてまとめたものである。外国通信社など日本新聞協会加盟社以外
に対して強制するものではない。日本における円滑なデジタル写真の交換のため、
今後協会内の関係部会などでさらなる詳細規定の策定や審議を必要とする。
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第２章　アナログ公衆回線での推奨プロトコル

　アナログ公衆回線におけるＮＳＫ　ＴＩＦＦの転送方式としてＺＭＯＤＥＭ
プロトコルを採用した。モデムについてはＩＴＵ－ＴのＶシリーズ勧告を、
ファイル転送のプロトコルはパソコン通信で広く使用されているＺＭＯＤＥＭ
を採用した。
　２．１．では現在主流になっているモデム伝送技術の概説、２．２．はファ
イル転送プロトコルであるＺＭＯＤＥＭの概説、２．３．ではＺＭＯＤＥＭの
オプション規定を記述する。２．４．ではモデムプロトコルで規定されていな
い回線接続、切断のシーケンスの運用方法について規定している。

　　第２章　目　次

　２．１．　適応モデム技術
　　２．１．１．　はじめに---------------------------------------------１６
　　２．１．２．　Ｖシリーズ勧告---------------------------------------１６
　　２．１．３．　ＮＳＫプロトコルで適用するモデム勧告規格-------------１７
　　２．１．４．　Ｖ.３４／Ｖ.４２技術解説 ---------------------------１９

　２．２．　ＺＭＯＤＥＭプロトコルの機能
　　２．２．１．　ＺＭＯＤＥＭの概要-----------------------------------２１
　　２．２．２．　ＺＭＯＤＥＭの基本仕様-------------------------------２３

　２．３．　オプション機能使用規定
　　２．３．１．　オプション機能使用規定-------------------------------２９

　２．４．　回線接続と運用方法
　　２．４．１．　回線接続と切断のための推奨パラメーター---------------３２
　　２．４．２．　回線接続---------------------------------------------３３
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２．１．　適応モデム技術

　２．１．１．　はじめに

　ここでは一般アナログ公衆回線を使用した伝送に必要なモデム技術を規定、解
説している。モデムを使用した通信では相互接続できるかどうかの技術的問題は
ないものとする。モデムの基本的な機能についてはＩＴＵ－ＴのＶシリーズ勧告
を技術標準としているためである。
　以下にＶシリーズの中で必要な勧告の概要とアプリケーションからみた解説を
行う。

　２．１．２．　Ｖシリーズ勧告

　ＩＴＵ－ＴはＩＴＵの常設機関であり電気通信に関する技術運用面から研究勧
告を行っている。これらはＩＴＵ－Ｔ勧告と呼ばれＡ、Ｂ・・・、Ｚシリーズが
ある。
　Ｖシリーズ勧告は有線通信の技術基準、運用規則を定め、電話網などにおいて
データ通信に使用される装置、伝送方式を定めた勧告である。その中でも今回の
アナログ公衆回線伝送用のＮＳＫプロトコルについて記述する。
　なお詳細な規格等についてはＩＴＵ－Ｔ発行の勧告書に基づくものとする。

図２．１　第２章で規定している範囲

＜　　　　　　Ｖシリーズ勧告　　　　　　＞

＜　　　　　　　　　　　　　ＺＭＯＤＥＭ　　　　　　　　　　　　　　＞

送信システム　　　モデム　　　　　　網　　　　　　モデム　　　受信システム
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　２．１．３．　ＮＳＫプロトコルで適用するモデム勧告規格

　（１）ＮＳＫプロトコルで適用するモデム勧告
　通信プロトコルはＩＴＵ－Ｔ　Ｖシリーズ勧告のＶ.３２以上とする。アナロ
グ公衆回線で一般に使用されているモデムは表２．１の通り。

　（２）ＭＮＰの取り扱いについて
　ＭＮＰとはMicrocom Network Protocolの略で米国 Microcom社が自社に使用し
たエラー訂正、圧縮方式である。
　ホストに負荷をかけずに調歩同期伝送でエラー訂正、データ圧縮を実現したプ
ロトコルである。機能によりＭＮＰクラス１からクラス１０まである。
　ＭＮＰは多くのモデムに搭載されておりＶ.４２シリーズのＡｎｎｅｘＡとし
ても制定されている。ＭＮＰの各クラスは基本的に上位互換性を持つ。このこと
がＭＮＰが広く普及した原因のひとつと考えられる。現在主流になっているのは
クラス４およびクラス５である。クラス４がエラー訂正機能、クラス５がデータ
圧縮機能を規定している。ＭＮＰの最近の動向としてはＭＮＰクラス１０の設定
が新たに追加、規定されている。これは移動体通信を利用したデータ伝送を想定
した技術であり、これまでのＭＮＰの内容とは異なる。悪条件の回線下でもリン
クを保持し、その条件下で最高のスループットを確保することをねらったもので
ある。
　ＮＳＫプロトコルではＭＮＰをオプションとして使用することを可能とする。
ただし全てのクラスではなくクラス４、５、１０の３種類。

表２．１　主なＶシリーズモデム勧告

Ｖシリーズ勧告 最大通信速度 主　な　特　徴
Ｖ．２１  ３００bps  全二重通信方式
Ｖ．２２ １２００bps  周波数分割による全二重通信

 差動位相変調による同期伝送
Ｖ．２２ bis ２４００bps  Ｖ．２２と互換性をとるために同じ周波数分割を採用した

 全二重通信
Ｖ．３２ ９６００bps  エコーキャンセル技術によるチャンネル分割直交振幅変調

 方式の採用
Ｖ．３２ bis １４．４Kbps  トレリス符号によるＴＣＭ変調方式の採用により、

 リトレーンなしでダイナミックに通信速度が変えられる
Ｖ．３４ ２８．８Kbps  ４次元トレリスコーディング、プリエンファシス、

 プリコーディングを初めとするＳ/Ｎ向上技術の採用



18

　（３）Ｖ.Ｆａｓｔモデムについて（Ｖ.ＦＣモデム）
　Ｖ.３４勧告がまとまる以前にＶ.３４規格のベースとなった技術を採用し、
Ｖ.ＦａｓｔＣｌａｓｓとして２８.８Kbpsの通信速度をもつモデムが市販され
た。
　このモデムはＶ.３４のモデムと１４.４Kbpsを超えるスピードでは互換性が
なく通信ができないが、１４.４Kbps以下ではＶ.３４との間で相互通信が可能
である。

表２．２　ＭＮＰクラス一覧

ＭＮＰクラス 主な特徴
ＭＮＰクラス１  送られてきたデータに対し１回ごとにＡＣＫを返す、すなわちＡＣＫが

 こないと次のデータが送れないため高転送効率が望めない
ＭＮＰクラス２  エラー発生時にしかＮＡＫを返さないためクラス１よりは効率がよい

ＭＮＰクラス３  モデム間が同期通信のためスタート、ストップビットを省略でき、
 ビット単位のフレームを採用して効率を上げている

ＭＮＰクラス４  伝送時のエラーを監視しており再送頻度が多くなると
 パケットサイズを小さくして再送効率を上げる

ＭＮＰクラス５  伝送するデータを圧縮して転送効率を上げている

ＭＮＰクラス６  通信量の多い方向に対し、回線保有時間を多く与えて
 高速化している

ＭＮＰクラス７  クラス５の圧縮方式を採用

ＭＮＰクラス８  クラス６モデムにクラス７のデータ圧縮を採用、しかしクラス７、９と
 互換性がないため商品化が見送られた

ＭＮＰクラス９  ＡＣＫを送信時に一時的にデータ転送を中断していたがＡＣＫを
 データパケットの中に埋め込み連続した伝送を行う

ＭＮＰクラス１０  回線状態に合わせて適切なパケットサイズに切り替え、伝送スピードも
 高速側、低速側にもダイナミックにスピードを変え安定した通信をする
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　２．１．４．　Ｖ.３４／Ｖ.４２技術解説

　これまでＩＴＵ－ＴがＶ.Ｆａｓｔとして標準化作業を続けてきた超高速モデ
ムの勧告がＶ.３４として正式に国際標準となることが決まった。１９９４年２
月ドラフト勧告を作成、６月に加速勧告化手続きを行い、１０月には正式に国際
勧告となった。Ｖ.３４は従来のモデム技術とは大きく異なる部分が多い。

　（１）Ｖ.３４モデム規格
　Ｖ.２２bis までの２４００bpsモデムの場合は帯域分割という方法で全二
重通信を実現した。基本的には、アナログのバンド・スプリット・フィルタで
１８００Hz以下とそれ以上にバンドを分け、それぞれ１２００、２４００Hzの
キャリアーを用いて通信を行う。
　それに対して、Ｖ.３２bis のモデムではともに１８００Hzのキャリアを使用
して信号をぶつけ合い、エコーキャンセルフィルターを用いて、自己から出すキャ
リアーの回り込みを除去しつつ通信を行う。通信開始時にはお互いのエコーキャ
ンセルフィルターを学習させる。これにより伝送速度は１４.４Kbpsまで向上し
た。
　Ｖ.３４はＶ.３２bis で実現した１４.４Kbpsの伝送速度を上回る１９.２
Kbpsとして開発され、最終的には２８.８Kbpsに対応した。
　電話回線の帯域幅と伝送速度の間には密接な相関関係があり、シャノンの定理
によれば２８.８Kbpsモデムは音声帯域を使用するモデム原理として事実上限界
の転送速度であると言われている。
　Ｖ.３４の高速化が可能になった技術背景には複数の変調速度およびキャリ
アー周波数を使用したことが大きい。
　以下にＶ.３４モデムで使用された新技術を紹介する。

　　（ａ）４次元トレリスコーディング
　複数の変調速度及びキャリアーを用い、回線品質に応じてこれらの変調速度、
キャリアー周波数の組み合わせを変えている。また今までのモデムの伝送方法と
は異なりＶ.３４では伝送データをフレーム構造にしている。すなわち受信側と
同期を取りながら送っており、このフレーム長は変調速度、キャリアー周波数に
よって可変長となる。

　　（ｂ）アダプティブパワー制御
　送信側キャリアーの出力レベルを回線によって調整する。このことによりＰＣ
Ｍ化による高調波歪を避けることが可能になる。
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　　（ｃ）プリコーディング
　送信側でデータを符号化するときにモジュロ演算を行い、符号化の片寄りを避
けることによって受信側での複号化の際の判定をしやすくする。

　　（ｄ）非線形エンコーディング
　回線品質によってある基準点となる信号の出力レベルが高い部分では互いに干
渉し合わないように信号の間隔を広げて通信する。

　　（ｅ）アダプティブプリエンファレンス
　従来固定であったイコライザーを送受信双方でダイナミックに調整して通信す
ることによって最適値を決める。

　（２）Ｖ.４２について
　Ｖ.４２はフレーム同期で通信ができるＶシリーズ全２重モデムに使用される
エラー訂正プロトコルである。
　この規格はＬＡＰＭと呼ばれＨＤＬＣをベースとするプロトコルである。また、
ＭＮＰクラス４もＡｎｎｅｘＡとして規定されている。ＩＴＵ－ＴではこのＭＮ
Ｐクラス４のプロトコルはこのままで凍結し、今後の機能拡張はＬＡＰＭだけを
対象にすることになっている。
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２．２．　ＺＭＯＤＥＭプロトコルの機能

　ＺＭＯＤＥＭプロトコルは１９９０年頃に米国のオーメンテクノロジー社
（Omen Technology Inc.）が開発したアプリケーション間のファイル転送プロトコ
ルである。このプロトコルはコンピューター上のファイルをアナログ公衆回線上
でモデムを使用して非同期通信を行うことを目的としている。

　２．２．１．　ＺＭＯＤＥＭの概要

　ＺＭＯＤＥＭはそれ以前に広く用いられていたＸＭＯＤＥＭ、ＹＭＯＤＥＭに
比べて、高い効率と信頼性を考慮して設計されている。オーメンテクノロジー社
では、以下のような点を考慮してこのプロトコルの設計を行った。詳細は「ZMODEM
Inter Application File Transfer Protocol」に記載されている。なお、ＺＭＯ
ＤＥＭはパブリックドメインであり、ライセンス、トレードマーク、著作権に関
する制限はない。ただし、ＺＭＯＤＥＭのＲＬＥ圧縮はオーメンテクノロジー社
が著作権を持っているので注意が必要である。

　（１）使用の容易性
　　（ａ）通信を行うどちらの側からも通信を開始する事ができる
　　（ｂ）バッチ処理の中でのワイルドカードの使用が可能である
　　（ｃ）ＺＲＱＩＮＩＴフレームを送信プログラムが送信することで自動ダウンロー

　　ドが可能である。
　　（ｄ）タイムスタンプやその他の属性データを送信することができる

　（２）スループット
　ファイル転送プロトコルの設計ではスループットと信頼性という相反する事項
のバランスが重要である。ＺＭＯＤＥＭは次のような点について考慮をしている。
低エラーレートの伝送路や、双方向で帯域をダイナミックに分割するモデムを
使ったときの効率を上げるために、リバースチャネルの通信量を減らす。高エ
ラーレートで、遅延が大きいときにスループットを最適化するような動作は行わ
ない。これにより、必要メモリ量を減らし、コードが複雑化しないようにしてい
る。
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　（３）エラー訂正
　ＺＭＯＤＥＭのセッションが始まると、全ての処理は１６bitＣＲＣあるいは
オプションの３２３２３２３２３２bitbitbitbitbit ＣＲＣＣＲＣＣＲＣＣＲＣＣＲＣ（注10）によって保護される。このデータの保護と
情報の管理がＺＭＯＤＥＭの信頼性を高くしている。３２bitＣＲＣを使用する
とエラーの見逃し率１０　の性能を発揮する。

　（４）幅広いシステムへの対応
　ＺＭＯＤＥＭは以下のような制限のあるコンピューターシステム上でも動作す
るように設計されている。

　　（ａ）ディスクとシリアルＩ／Ｏが同時に動作しないようなシステム
　　（ｂ）シリアルポートの送受信が同時に動作しないようなシステム
　　（ｃ）ＸＯＮ／ＸＯＦＦのフローコントロールが必要なコンピューターやネットワーク
　　（ｄ）データの受信完了を待たずに受信データをチェックできないコンピューター
　　（ｅ）エラーが発生したときの応答に時間がかかる場合があるタイムシェアリング

　　システム
　　（ｆ）Ｘ.２５やＭＮＰなどのエラー制御との重複使用

-5

注10）３２bitＣＲＣはＡＤＣＣＰ（ANSI X3.66  ITUT-T  X.25）で決められている。
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　２．２．２．　ＺＭＯＤＥＭの基本仕様

　（１）パケット化
　ＺＭＯＤＥＭフレームは、フレーム番号の上限が例えばＸＭＯＤＥＭのように
２５６に制限されない、可変長フレームへの対応などの特長を持つ。

　（２）リンクエスケープコード化
　ＺＭＯＤＥＭはＺＤＬＥというエスケープシーケンスと拡張８ bit キャラク
ターセットによってデータの透過性を保っている。
　リンクエスケープコード化することにより、オーバーヘッドなしにデータサブ
パケットを可変長にできる。ＺＤＬＥキャラクターは重要な鍵であり、いくつか
の種類のコントロールシーケンスを表現する。ＺＤＬＥの値は１８Hexである。こ
れはアスキーコードのキャンセルキャラクターに相当し、ＹＭＯＤＥＭと同様に５
個の連続したキャンセルキャラクターの送信でアボートできるように選択された。
　ＺＤＬＥは通常の終了手順では使用しないため、相互のアプリケーションや通
信プログラムはデータフローをモニターする事でＺＤＬＥを発見することができ
る。ＺＤＬＥに続くキャラクターはファイルやダウンロードコマンドを自動的に
受信するためのＺＲＱＩＮＩＴヘッダーを表すために使用される。

　（３）ヘッダー
　すべてのＺＭＯＤＥＭフレームはバイナリヘッダーかＨＥＸヘッダーのどちら
かで始まる。ＺＭＯＤＥＭヘッダーはある特定の場所を参照することによって
ヘッダーの種類を判定できる構造となっている。

　　（ａ）１６bitＣＲＣバイナリヘッダー
　バイナリヘッダーは送信側から受信側へ送信される。バイナリヘッダーはＺＰ
ＡＤ、ＺＤＬＥ、ＺＢＩＮ（アスキーコードのＡ）の順序で開始する。これに続
き、タイプバイト、４バイトのポジション／フラグ、２バイトの１６bitＣＲＣ
が送信される。

図２．２　１６bitＣＲＣバイナリヘッダー

 ZPAD  ZDLE  "A"  TYPE

 F3/P0  F2/P1  F1/P2  F0/P3  CRC1  CRC2

 Flag/Position  CRC
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　　（ｂ）３２bitＣＲＣバイナリヘッダー
　３２bitＣＲＣバイナリヘッダーは１６bitＣＲＣバイナリヘッダーと以下の点
を除き同じである。ＺＢＩＮキャラクターの替わりにＺＢＩＮ３２（アスキー
コードのＣ）が入る。最後に、４バイトの３２bitＣＲＣが送信される。

図２．３　３２bitＣＲＣバイナリヘッダー

　　（ｃ）３２bitＣＲＣ－ＲＬＥバイナリヘッダー
　３２bitＣＲＣ－ＲＬＥバイナリヘッダーは１６bitＣＲＣバイナリヘッダーと
以下の点を除き同じである。ＺＢＩＮキャラクターの替わりにＺＢＩＮＲ３２
（アスキーコードのＤ）キャラクターが入る。最後に、４バイトの３２bitＣＲＣ
が送信される。

図２．４　３２bitＣＲＣ－ＲＬＥバイナリヘッダー

　　（ｄ）ＨＥＸヘッダー
　受信側はレスポンスとしてＨＥＸヘッダーを送信する。ＨＥＸヘッダーはＺＰ
ＡＤ、ＺＰＡＤ、ＺＤＬＥ、ＺＨＥＸ（アスキーコードのＢ）の順序で開始する。
これに続き、２バイトのタイプバイト、８バイトのフラグ／ポジション、４バイ
トの１６bitＣＲＣ、ＣＲ、ＬＦ、ＸＯＮの各キャラクターが送信される。タイ
プバイト、フラグ／ポジション、１６bitＣＲＣはＨＥＸコードで送信される。
ＨＥＸヘッダーの３２bitＣＲＣ版は定義されていない。（図２．５参照）
　ＸＯＮ／ＸＯＦＦフローコントロールを使用している場合は、ＸＯＮキャラク
ターはＺＡＣＫとＺＦＩＮを除くすべてのＨＥＸヘッダーに付加されるが、他の
ローコントロールを使用する場合はＸＯＮキャラクターを送信しなくても良い。
ＸＯＮキャラクターはラインノイズなどによって誤って発生したＸＯＦＦキャラ
クターによる送信の停止を解除する。

 ZPAD  ZDLE  "D"  TYPE

 F3/P0  F2/P1  F1/P2  F0/P3  CRC1  CRC2

 Flag/Position  CRC

 CRC3  CRC4

 ZPAD  ZDLE  "C"  TYPE

 F3/P0  F2/P1  F1/P2  F0/P3  CRC1  CRC2

 Flag/Position  CRC

 CRC3  CRC4
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　（４）データサブパケット
　送信すべきデータの本体部分はデータサブパケットに収容され、以下の図のよ
うに、バイナリヘッダーのすぐ後に続いて送信される。

図２．５　ＨＥＸヘッダー

図２．６　バイナリヘッダーとデータサブパケット

　　（ａ）バイナリデータサブパケット
　一つのバイナリデータサブパケットは０から１０２４バイトのデータで構成される。
推奨されているパケット長は２４００bps以下の時２５６バイト、２４００bpsで
５１２バイト、４８００bps以上あるいは信頼性が高い回線では１０２４バイト
である。
　バイナリデータサブパケットでは余分なデータは付加されない。データはＺＤ
ＬＥでリンクエスケープコード化され送信される。ＺＤＬＥコード化されたＣＲ
Ｃ（２／４バイト）が、一つのＺＤＬＥとフレームエンドに続いて送信される。
ＣＲＣはデータバイトとフレームエンドが計算対象となる。（図２．７参照）

　　（ｂ）ＲＬＥバイナリデータサブパケット
　送信しようとするファイルが圧縮に適しているときには、転送時間を短縮化す
るためにランレングス圧縮を行なってもよい。この場合は、ＺＢＩＮＲ３２に続
いてＲＬＥバイナリデータサブパケットを送信する。ＺＭＯＤＥＭで使用するＲ
ＬＥ圧縮はオーメンテクノロジー社が著作権を持っている。

 ZPAD  ZPAD  ZDLE  "B"  TYPE

 F3/P0  F2/P1  F1/P2  F0/P3  CRC1  CRC2

 CR  LF  XON Flag/Position  CRC

 Binary Header  Data Sub Packet

 DATA
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　（５）プロトコル処理の概要
　ＺＭＯＤＥＭのタイミングは受信側が主導権を持つ。受信側が１分間何のヘッ
ダーも受信できずにアボートする場合を除いて、送信側はいかなる時もタイムア
ウトを起こしてはならない。
　送信側、受信側は、共に回線切断の際すぐにアボートができるように十分な頻
度でキャリアーあるいはそれに相当する信号の検出をしなければならない。ＺＭ
ＯＤＥＭは、エラー訂正の場合を除き、ファイルの転送中に送信側は受信側から
なんのレスポンスも受け取らない。
　以下にプロトコルの流れを説明する。（図２．８参照）

　　（ａ）セッションの開始
　セッションを開始するには、送信プログラムを送信されるファイルのファイル
名とオプションをパラメーターとして起動する。
　送信側は受信側が現在コマンドモードにあるかどうかを確認するために、“ｒｚ
￥ｒ”を送信することができる。次に、送信側はＺＲＱＩＮＩＴヘッダーを送信
する。
　一方、受信側はプログラムの起動後とＺＲＱＩＮＩＴヘッダーを受信したとき
は、ＺＲＩＮＩＴヘッダーを送信する。最終的に送信側プログラムはＺＲＩＮＩ
Ｔヘッダーを受信する。

図２．７　バイナリデータサブパケット

１６bit ＣＲＣ

３２bit ＣＲＣ

ＺＣＲＣＥ

ＺＣＲＣＧ

ＺＣＲＣＱ

ＺＣＲＣＷ

最後のデータサブパケット、次にヘッダーがくる

次にデータサブパケットが続く

次にデータサブパケットが続く、ZACKを要求

最後のデータサブパケット、ZACKを要求し、待機

  

  
 

 

    

   

 

 

 

ＤＡＴＡ
ZDLE Encoded

ＣＲＣ
ZDLE Encoded

frame
    end

ZDLE

ZDLE

ZDLE

ZDLE

ZDLE

"h"

"r"

"j"

"k"

CRC1

CRC1 CRC2 CRC3 CRC4

CRC2
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　送信側は受信側からファイルの転送をスタートさせるためのコマンドがくるの
を待つ。標準のＺＭＯＤＥＭではここでＹＭＯＤＥＭ、ＸＭＯＤＥＭへの切り替
えが可能であるが、本規定ではこのオプションを推奨しない。間違ったコマンド
を受け取った場合、送信側プログラムはセッションが正常に開始されるまで何回
でもコマンドを要求することができる。

　（ｂ）ファイル転送
　送信側はＺＦＩＬＥヘッダーに続いて、ファイル名、ファイル長、変更日など
の転送オプション情報を送信する。受信側は受信した転送オプションに対応でき
るかを判断する。転送オプションに答えられない場合はＺＲＳＫＩＰヘッダーな
どで応答する。答えられる場合はＺＲＰＯＳヘッダーで応答する。ＺＲＰＯＳ
ヘッダーには受信側が期待するファイルの送信開始位置を含む。通常は新規ファ
イルとなるのでファイルの先頭となる。レジューム機能が指定された場合は、
ファイルの途中を送信開始位置とする。
　送信側は、ＺＲＰＯＳヘッダーで指定された位置からデータの本体部分をＺＤ
ＡＴＡバイナリヘッダーを使って送信する。
　受信側はＺＤＡＴＡバイナリヘッダーにあるファイルポジションと、正常に受
信できたバイト数を比較する。もしエラーを検出したら、ＺＲＰＯＳヘッダーをエ
ラー応答として返し、送信側に再送を開始する位置を知らせ、再送信を要求する。
　致命的なエラーが起こらなければ、送信側はいつかはファイルの最後に到達す
る。送信側はファイルの総バイト数の情報を含むＺＥＯＦヘッダーを送信する。
受信側はこの数と受け取ったバイト数を比較する。この比較によって受信側が
ファイルをすべて受け取ったと認識すると、受信側はファイルをクローズする。
ファイルのクローズができたら、受信側はＺＲＩＮＩＴを返す。異常の場合はＺ
ＲＰＯＳヘッダーをエラー応答として返す。この場合、新たにＺＤＡＴＡが来る
ため、ＺＥＯＦは無視する。受信側がファイルを適切にクローズできなかったら、
ＺＦＥＲヘッダーを送信する。

　（ｃ）セッションのクリーンアップ
　送信側は、セッションを閉じるためＺＦＩＮヘッダーを送信する。受信側は、
これに対して同じくＺＦＩＮヘッダーを返す。
　送信側はＺＦＩＮヘッダーを受信したら、“ＯＯ”（Over and Out）を返し、
セッションを終了する。受信側は、“ＯＯ”を待ち、受信してもしなくてもセッ
ションを終了する。
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　　（ｄ）セッションの中断
　送信側、受信側は共に通信中にセッションを中断するときキャンセルシーケン
スを送信する。キャンセルシーケンスでは８個のＣＡＮキャラクターと１０個の
バックスペースキャラクターを送信する。

図２．８　ＺＭＯＤＥＭの通信例

送信側

ZRQINIT

"rz¥r"

ZRINIT

ZFILE

ZRPOS

ZDATA

ZEOF

ZRINIT

ZFIN

ZFIN

"OO"送信終 了

受信終 了

転送オプション

デ ータ本 体
・
・
・ZDATA

{

受信側

送信開始位置
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２．３．　オプション機能使用規定

　２．３．１．　オプション機能使用規定

　ＺＭＯＤＥＭプロトコルにはいくつかのオプション機能がある。本章では日本
新聞協会で推奨するオプション機能の使用方法を規定する。

　（１）ＹＭＯＤＥＭ、ＸＭＯＤＥＭのサポート
　ＺＭＯＤＥＭでは相手方がＺＭＯＤＥＭをサポートしない場合ＹＭＯＤＥＭ、
ＸＭＯＤＥＭを試みることができるとしている。本規定では信頼性などの点から、
ＹＭＯＤＥＭ、ＸＭＯＤＥＭを使用しないことを推奨する。

　（２）複数ファイルのサポート
　ＺＭＯＤＥＭでは複数のファイルを１回のセッションの中で送信する方法を定
義している。しかし、この機能が無くても送信側がセッション終了後、ＺＲＩＮ
ＩＴから再度繰り返せば特に支障はない。通信効率に影響を与えるほどのもので
はないし、回線を切断せずに続けて送信が可能である。この理由から本規定では、
複数ファイルのサポートを必須としない。

　（３）ＺＲＩＮＩＴオプション
　ＺＲＩＮＩＴに複数のオプションがある。以下にその使用方法のガイドライン
を記述する。

　　（ａ）全二重、ディスクＩ／Ｏ中の受信、ブレーク信号の送信機能は、必須としな
　　いが、ほとんどのシステムで無理なく実現できると思われるためサポートす
　　ることを推奨する。

　　（ｂ）ＲＬＥのサポート、ＬＺＷ圧縮化データのサポートは本規定の使用方法と合
　　わないため、使用しないこととする。

　　（ｃ）通信の信頼性の向上のため、ＣＲＣはＣＲＣ３２の使用を推奨する。ＺＭＯ
　　ＤＥＭの規定ではＣＲＣ１６が必須であり、ＣＲＣ３２はオプションとなっ
　　ている。

　　（ｄ）制御文字、８ビットコードのエスケープは本規定の使用方法では必要ないた
　　め、使用しないこととする。

　　（ｅ）可変長ヘッダーは扱えるようにすることを推奨する。

　以下にＺＲＩＮＩＴオプションのフラグ位置と本規定での使用方法をまとめる。
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　（４）ＺＦＩＬＥオプション
　ＺＦＩＬＥに複数のオプションがある。以下にその使用方法のガイドラインを
記述する。

　　（ａ）レジューム転送はオプションとする。
　　（ｂ）ＺＭＮＥＷＬ、ＺＭＡＰＮＤ、ＺＭＣＬＯＢ、ＺＭＮＥＷ、ＺＭＤＩＦＦ、

　　ＺＭＰＲＯＴ、ＺＭＣＨＮＧの各オプションはファイルを上書きしたり、受
　　信側で混乱することがあるので、使用しないものとする。

　　（ｃ）ＬＺＷ、ＲＬＥ圧縮は、使用しないこととする。

　以下にＺＦＩＬＥオプションのフラグ位置と本規定での使用方法をまとめる。

表２．３　ＺＲＩＮＩＴオプション

表２．４　ＺＦＩＬＥオプション

フラグ 名称 内容 本規定での使用方法
ＺＦ０ ＺＣＲＥＣＯＶ  レジューム機能  必須としないが、送受信合意の上

 使用しても良い
ＺＦ１ ＺＭＮＥＷＬ  日付による制御  使用しない
ＺＦ１ ＺＭＣＲＣ  サイズによる制御  使用しない
ＺＦ１ ＺＭＡＰＥＮＤ  追加  使用しない
ＺＦ１ ＺＭＣＬＯＢ  上書き  使用しない
ＺＦ１ ＺＭＮＥＷ  日付による制御  使用しない
ＺＦ１ ＺＭＤＩＦＦ  サイズによる制御  使用しない
ＺＦ１ ＺＭＰＲＯＴ  スキップ  使用しない
ＺＦ１ ＺＭＣＨＮＧ  ファイル名の変更  使用しない
ＺＦ２ ＺＴＬＺＷ  ＬＺＷ圧縮  使用しない
ＺＦ２ ＺＴＣＲＹＰＴ  暗号化  使用しない
ＺＦ２ ＺＴＲＬＥ  ＲＬＥ圧縮  使用しない

フラグ ビット 内容 本規定での使用方法
ＺＦ０ 0 全二重  必須としないが、サポートすることを推奨する
ＺＦ０ 1 ディスクＩ／Ｏの中の受信  必須としないが、サポートすることを推奨する
ＺＦ０ 2 ブレーク信号の送信  必須としないが、サポートすることを推奨する
ＺＦ０ 3 ＲＬＥのサポート  使用しない
ＺＦ０ 4 ＬＺＷ圧縮データのサポート  使用しない
ＺＦ０ 5 ＣＲＣ１６／３２  ＣＲＣ３２の使用を推奨する
ＺＦ０ 6 制御文字のエスケープ  使用しない
ＺＦ０ 7 ８ビットコードのエスケープ  使用しない
ＺＦ１ 0 可変長ヘッダー  扱いができることを推奨する
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　（５）ファイル名オプション
　ファイル名の決め方は規定しない。レジューム機能を使用する場合は、受信側
ファイルのユニーク性を保つ必要があるので、注意を要する。
　また、日付、パス名は使用しない。

　（６）パケットサイズ
　１０２４バイトを推奨値とする。ただし１０２４バイトを超えない範囲なら、
特にサイズは規定しない。
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２．４．　回線接続と運用方法

　２．４．１．　回線接続と切断のための推奨パラメーター
　実際の運用時にＶシリーズの勧告の他にいろいろなモデムのパラメーター設定
値を適切に決めることによって、より速い転送速度で安定に伝送することが可能
になる。以下の一般公衆回線及びアナログ携帯電話使用時のモデム設定推奨値を
基本とする。ただし、モデムの機種によっては設定方法が異なるものもあるので
注意が必要である。

　（１）一般公衆回線使用時のモデム設定推奨値

表２．５　一般公衆回線使用時のモデム設定推奨値

　（２）アナログ携帯電話使用時の設定
　アナログ携帯電話を使用しての電送時には一般公衆回線のモデム設定に加えて
表２．６の設定を行うとより安定した電送が可能になる。

項目 推奨値 設定内容詳細
自動フォールバック 使用  回線接続時、相手モデムのスピードに合わせる

 回線品質が悪いときに自動的に通信速度を下げる
誤り訂正使用 使用  誤り訂正の有無の選択

誤り訂正方式選択 ＬＡＰＭ優先  誤り訂正方式の選択
 ＬＡＰＭ／ＭＮＰ優先順位選択

ＭＮＰ最大ブロック長 ２５６Byte  ＭＮＰプロトコル使用時の最大ブロックの指定

動作モード 自動  モデムはエラー訂正モードを試みるがエラーリライアブル
リライアブル  訂正リンクモードが成功しなかった場合でもフォールバッ

 クし通信を行う
Ｖ．４２ bis ＯＦＦ  モデムによる圧縮使用の有無の選択

ＭＮＰ１０接続 選択  ＭＮＰクラス１０誤り訂正機能の使用の有無
 国際回線等回線品質の悪い時にＯＮにすると、より安定
 した通信が行える

オートリレーン ＯＮ  モデムが回線品質を監視して、必要時には転送速度を
 落とす

発信時間 ３sec以上  ダイアルトーンを検出してから実際に発信を開始する時間

キャリアー待ち時間 ３０sec以上  相手モデムからのキャリアーを検出するまでの待ち時間、
 この時間内にキャリアーが検出できないとき、No Carrier
 として回線を切断する

キャリアー検出時間 ６００msec以上  相手モデムからのキャリアーが設定値より長い時間検出
 されなかった場合、回線を切断する
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　２．４．２．　回線接続
　ここでは実際にモデムを使用した伝送時における回線接続からＺＭＯＤＥＭ転
送が始まるまで、およびＺＭＯＤＥＭ転送終了後に実際に回線を切るまでのシー
ケンスの推奨手順を示す。

　（１）回線接続からＺＭＯＤＥＭ転送開始までの網制御シーケンス

表２．６　携帯電話使用時の追加設定

図２．９　接続シーケンス

　トレーニング終了時からＺＲＱＩＮＩＴ信号が送出されるまでの最大時間推奨
値（受信開始インターバル）を３０秒とする。この時間以内にＺＲＱＩＮＩＴコ
マンドが受信できない場合は回線を切断するのが望ましい。

項目 推奨値 設定内容詳細
ＭＮＰ１０  アナログ携帯電話を使用してモデムによる写真電送を行う
　　接続 ＯＮ  場合は必ず有効にすること。また、国際回線を使用した
　  通信時に有効とすれば、より安定した通信が行える。

 モデムどうしがネゴシエーション通信を開始する速度を設定。
 一般にアナログ電話は高速モデム通信にとっては回線品質が

回線速度 ９６００bps  十分でなく、２８．８Kbpsからトレーニングを行うと実際に
 通信を開始するまでかなりの時間が必要となる。
 このため、あらかじめ開始通信速度を実際に通信できる速度
 に合わせるためのネゴシエーションを行う。

送信側 受信側

オフフックダイアル

ＣＥＤ送出

トレーニング

　ＺＲＱＩＮＴ

ＺＲＩＮＩＴ　

　モデムの
　シーケンス

　受信開始
　インターバル

　ＺＭＯＤＥＭの
　シーケンス
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　（２）リダイアル時の注意事項
　電気通信事業法の端末設備規則により、リダイアル時の発信と発信の間隔には
６０秒以上の待ち時間が必要。

　（３）ＺＭＯＤＥＭ終了後の回線切断の網制御シーケンス

図２．１０　切断シーケンス

　ＺＭＯＤＥＭ正常終了時（“ＯＯ”送出時）から回線切断までの推奨時間（回線
切断インターバル）を３秒以上とする。

送信側 受信側

回線切断
インターバル

ＺＭＯＤＥＭの
シーケンス

ＺＦＩＮ

ＺＦＩＮ

“○○”
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第３章　デジタル公衆回線での推奨プロトコル

　デジタル公衆回線における「ＮＳＫ　ＴＩＦＦ」の転送方式としてインター
ネットワーク技術を採用することとした。ＴＣＰ／ＩＰを中心としたインター
ネットワーク技術は、ネットワークに接続されたどの端末間でも容易にデータ
のやりとりができる標準的な方式で、拡張性も優れている。第３章では、この
インターネットワーク技術に関する技術的要件を解説する。
　３．１．ではＩＳＤＮを利用したネットワーク接続技術について、３．２．では
現在主流となっているデータリンク層プロトコルとしてＰＰＰを、３．３．で
は推奨プトコルとして採用したＴＣＰ／ＩＰ通信について、３．４．ではファ
イル転送プロトコルのＦＴＰとその関連アプリケーションについて、３．５．
ではネットワーク接続におけるセキュリティーについて記述する。

　　　第３章　目　次

　　３．１．　適用ハードウエア技術
　　　３．１．１．　ＩＳＤＮ(ＩＮＳネットサービス)の概要-------------- ３６
　　　３．１．２．　ＩＳＤＮ利用技術と構成要素------------------------ ３９
　　　３．１．３．　適用ルーター技術---------------------------------- ４５
　　３．２．　ＰＰＰ
　　　３．２．１．　ＰＰＰの概要-------------------------------------- ４８
　　　３．２．２．　ＬＣＰ-------------------------------------------- ５１
　　　３．２．３．　ＮＣＰ-------------------------------------------- ５４
　　３．３．　ＴＣＰ／ＩＰ
　　　３．３．１．　ＴＣＰ／ＩＰの概要-------------------------------- ５６
　　　３．３．２．　ＩＰ---------------------------------------------- ５８
　　　３．３．３．　ＴＣＰ-------------------------------------------- ６１
　　３．４．　ＦＴＰと関連アプリケーション
　　　３．４．１．　ＦＴＰ-------------------------------------------- ６４
　　　３．４．２．　関連アプリケーション------------------------------ ６９
　　３．５．　セキュリティー技術
　　　３．５．１．　セキュリティーに対する基本的考え方---------------- ７５
　　　３．５．２．　アクセス制御-------------------------------------- ７６
　　　３．５．３．　パスワード---------------------------------------- ７７
　　３．６．　関連するＲＦＣの一覧------------------------------------ ７８
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３．１．　適用ハードウエア技術

　３．１．１．　ＩＳＤＮ（ＩＮＳネットサービス）の概要

 デジタル公衆回線におけるＮＳＫ　ＴＩＦＦの転送方式として、ＴＣＰ／ＩＰ
（Transmission Control Protocol /Internet Protocol)を採用した。このＴＣＰ
／ＩＰをベースとして、例えばＦＴＰ（File Transfer Protocol)を利用して、Ｔ
ＩＦＦのファイルを転送する。
　日本のＩＳＤＮは、１９９５年現在、日本電信電話株式会社（ＮＴＴ）がＴＴ
Ｃ標準ＪＴに規定されている勧告に準拠してインプリメントした交換網を構築し、
ＩＮＳネットサービスとしてユーザーに提供している。ここではＩＮＳネット
サービスをベースに記述している。

　（１）ＩＮＳネットサービスの特徴
　　（ａ）高速転送

　６４Kbpsの高速でファイルの転送が可能となる。
　例えば、１MByteのファイル転送に要する時間と通信料をアナログ電話網（通
信速度を９６００bps とした場合）と比較すると、約６倍の違いとなる。

例）　東京－－－大阪間
ＩＮＳネット６４　　　通信時間　　約１４０秒　　　通信料　　１４０円
アナログ電話網　　　　通信時間　　約９３０秒　　　通信料　　９３０円

アナログ電話網はＮＴＴを利用。いずれもダイヤル接続昼間帯１０円／１０秒伝送効率９０％
として計算。料金計算の基礎資料は、財団法人テレコム高度利用推進センター発行のテレコム・

サービス料金便覧第１８号１９９４年１１月発行による。

　　（ｂ）発信者番号通知サービス
　ＩＮＳネットでは、発信者の電話番号が着信端末に通知されるサービスがある。
着信側であらかじめ登録した発信者の番号以外の接続を拒否するなどの手段によ
り、不正なアクセスを防止し、セキュリティー機能を付加することができる。

　　（ｃ）グループセキュリティーサービス
　特定のグループ内での通信に限定する閉域接続サービス。あらかじめＮＴＴに
登録しておいた電話番号以外からの受信、あるいは登録以外の番号への発信を規
制する。不正アクセス、誤発呼による情報の漏れを防止できる。
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　（２）サービスの種類
　ＩＮＳネットサービスにおける提供サービスのうち、本規定では回線交換の基
本ベアラサービスである６４Kbps、非制限デジタル情報伝送とする。Ｂチャンネ
ルまたはＤチャンネルパケット交換は使用しない。また回線交換のうち６４Kbps
×２のいわゆる１２８Kbpsバルク伝送機能は、ベアラサービスの上位層の規定と
し、ここでは規定しない。

　（３）プロトコルの規定
　ユーザー・網インターフェースのプロトコル規定は、ＩＳＯやＩＴＵ－Ｔで標
準化されている開放形システム相互間接続（ＯＳＩ）の７レイヤ（階層）モデル
に準拠しており、網の制御に関する物理層、データリンク層およびネットワーク
層の低位レイヤについて規定している。図３．１にユーザー・網インターフェー
スプロトコル階層構成を示す。

　（４）ユーザーインターフェースの規定点
　ＩＮＳネットサービスにおけるユーザーインターフェースの規定点を、図３．
２に示す。図で示したＴ点は、ＴＥ（端末、ここでは写真電送装置またはパソコ
ン等）とＤＳＵ（回線終端装置）の接続点であり、Ｔ点をユーザーインターフェー
スの規定点とする。

図３．１　ユーザー・網インターフェースプロトコル階層構成

7  アプリケーション

6  プレゼンテーション ＦＴＰ

5  セッション

4  トランスポート ＴＣＰ

3  ネットワーク  情報チャネル呼制御 ＩＰ
 手順（ＪＴ－Ｑ９３１）

2  データリンク ＬＡＰＤ（ＪＴ－Ｑ９２１） ＰＰＰ

1  物　理 レイヤ１プロトコル
（ＪＴ－１４３０、ＪＴ－１４３１）

レイヤ 呼制御信号 パケット交換 回線交換 パケット交換

適用対象　 Ｄチャネル Ｂチャネル
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　物理的なＴ点とは、具体的にはＤＳＵのバス接続のためのインターフェース接
続点すなわち４線のネジ止め用品または８ピンのコネクターを規定する。

　（５）レイヤ１（物理層）
　レイヤ１は、端末（ＴＥ：Terminal Equipment）をＤＳＵ（回線終端装置）に
接続するときの電気的、物理的条件について規定するものである。具体的には、
配線構成、フレーム構成、伝送符号、Ｄチャネルアクセス制御、フレーム同期、
電気的特性および給電条件等が含まれる。
　レイヤ１は、情報（Ｂ）チャネルと信号（Ｄ）チャネルの両方に対して共通に
適用される。
　レイヤ１プロトコルの規定は、ＩＴＵ－Ｔ勧告のＩシリーズに準拠し、電信電
話技術委員会（ＴＴＣ：Telecommunication Technology Committee）が定めたＴ
ＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０に規定されている。日本のＩＮＳネットサービスは、日
本電信電話株式会社（ＮＴＴ）がこの勧告に従ってインプリメントした交換網を
構築し、ユーザーに提供しているものである。従ってＩＮＳネットサービスを利
用するときは、ＮＴＴが発行しているレイヤ１の規定に従う必要がある。

　（６）Ｄチャネルアクセス制御手順（レイヤ２、レイヤ３）
　接続制御手順のためのＤチャネルアクセス制御手順の規定は、同じくＴＴＣ標
準ＪＴ－Ｑ９２１「ＩＳＤＮユーザー・網インターフェース　レイヤ２仕様」な
らびにＪＴ－Ｑ９３１「ＩＳＤＮユーザー・網インターフェース　レイヤ３仕様」
に準拠したＮＴＴＮＴＴＮＴＴＮＴＴＮＴＴ発行資料（注11）に従う必要がある。

　 　　　　　ＴＥ：パソコン等端末設備

図３．２　ユーザー・網インターフェース規定点

注11）技術参考資料「ＩＮＳネットサービスのインタフェース第２分冊（レイヤ１編）第３版」
 技術参考資料「ＩＮＳネットサービスのインタフェース第２分冊（レイヤ２編）第５版」
 技術参考資料「ＩＮＳネットサービスのインタフェース第３分冊（レイヤ３回線交換編）第４版」

保安器または配線盤等ＴＥ ＤＳＵ

ＩＳＤＮユーザー網
インターフェース規定点

ＴＴＴＴＴ
↓↓↓↓↓

伝送路インターフェース規定点

Ｕ　　　　　Ｕ　　　　　Ｕ　　　　　Ｕ　　　　　Ｕ　　　　　

↓　　　　　↓　　　　　↓　　　　　↓　　　　　↓　　　　　 回 線
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　３．１．２．　ＩＳＤＮ利用技術と構成要素

　デジタル公衆回線を利用した形態として、スタンドアロンのノードノードノードノードノード（注12）間
同士を接続する基本的な形態（基本構成）と、ノード間に中継装置を介在させた
形態（拡張構成）とに分けることができる。

　（１）基本構成

図３．３　基本構成

構成要素としては、次の通りである。
送受信ノード ：ＮＳＫ　ＴＩＦＦ電送機と受信装置
ＴＡ ：ＴＡは、ＴＥ２ＴＥ２ＴＥ２ＴＥ２ＴＥ２（注13）タイプの端末を接続する時に必要。

　ＴＥ１ＴＥ１ＴＥ１ＴＥ１ＴＥ１（注14）タイプの端末は直接ＩＳＤＮ網に接続できるた
　め不必要となるので、接続するノードの種類により選択する。

　ＴＡを使用する場合、送受信ノード～ＴＡ間のインターフェースについては、
送受信ノード間の接続性に影響を与えないので任意とする。ＴＡ～ノード間のイ
ンターフェースには、Ｘ.２１／Ｖ.３５／ＲＳ－４４９／Ｖ.２４などがある。
　また、ワークステーション（以下ＷＳ）やパーソナルコンピューター（以下Ｐ
Ｃ）をＩＳＤＮ網に接続する場合、次の点を考慮しなければならない。

　ＷＳやＰＣは、基本的に同期通信はサポートされないため、そのままではＩＳ
ＤＮのＢチャネルを使用した６４Kbpsでの伝送ができない。これを回避する方法
として、次に述べる利用形態が考えられる。

注12）ネットワークに接続された端末など、ネットワークを構成する機器のこと。
注13）ＩＳＤＮ非標準端末のことで、Ｖインターフェース等を持っている端末を表す。
注14）ＩＳＤＮ標準端末のことである。

ＰＰＰ（ＴＣＰ／ＩＰ）

ＩＳＤＮＴＡ ＴＡ

送信ノード 受信ノード
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　　（ａ）Ｖシリーズ・インターフェース用ＴＡを使用する。

　Ｖシリーズ・インターフェース用ＴＡ［勧告ＶＶＶＶＶ..... １１０１１０１１０１１０１１０（注15）］を、ＷＳ／Ｐ
ＣのシリアルポートにＲＳ－２３２Ｃケーブルで接続し使用する。Ｖ.１１０に
は、同期／非同期モードがあり、この場合は非同期モードで使用する事になるが、
Ｖ.１１０勧告の中の非同期モードでサポートされている通信速度は、１９.２
Kbpsまでである。ただし、ＴＡの中には非同期モードで３８.４Kbpsまでサポー
トされているものもあり、そのＴＡ同士であれば３８.４Kbpsでの通信が可能で
ある。この利用形態は、商用インターネット・プロバイダーのダイヤルアップ接
続に使用されている方法である。
　現在では、アナログ公衆回線においても高速モデムの出現により、同程度の通
信速度が実現できるため、この形態ではＩＳＤＮを使用するメリットは以前より
少なくなってきている。

　　（ｂ）ＷＳやＰＣに同期通信ボードを装着し、Ｖシリーズ・インターフェース用Ｔ
Ａを使用する。

　これは、ＷＳやＰＣに同期通信カード又は同期通信ドライバーを使用して、Ｖ
シリーズ・インターフェース用ＴＡ（勧告Ｖ.１１０）を、同期モードの６４Kbps
で通信する利用形態である。
　この形態では、同期通信用のボードが必要でありコスト的に高くなる。また、
同期通信用のボードを使用するためのＡＰＩＡＰＩＡＰＩＡＰＩＡＰＩ（注16）等が、接続するノード間で
統一されていないと相互接続性がなくなるため、使用上の注意が必要である。

　　（ｃ）ＷＳやＰＣにＩＳＤＮボードを装着する。

　ＷＳやＰＣにＩＳＤＮボードを装着し、直接ＩＳＤＮに接続する方法が最も高
速に伝送できる。
　ＩＳＤＮボードの機能によるが、Ｂチャネルを同時に２本使用して１２８Kbps
の通信が可能な製品もある。しかし、現状ではボードメーカー独自の方式で行っ
ており、相互接続を保証するには同一メーカーのボードを使用しなくてはならな
い。
　なおＩＳＤＮボードにおけるＡＰＩの標準化作業は財団法人テレコム高度利用
推進センターで行われている。

注15）この他に、Ｖ.１２０を使用したＶシリーズ・インターフェース用ＴＡがあるが、多重化方式が
異なるため相互接続はできない。Ｖ.１２０は主に米国で使用されている。

注16）アプリケーション・プログラム・インターフェースの略。
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　（２）拡張構成

　　（ａ）拡張構成１は、図３．４の通り受信ノードがローカルエリアネットワーク（以
下ＬＡＮ）に接続されている形態であり、この場合ＮＳＫ　ＴＩＦＦデータは送
受信ノード間のみＰＰＰでの伝送となる。
　この形態の場合、使用するノードがＵＮＩＸの様にルーティングプロトコルを
使用できる時は、セキュリティーセキュリティーセキュリティーセキュリティーセキュリティー（注17）の問題からダイナミック（動的）ルー
ティングを行わないようにする必要がある。
　構成要素としては、送信又は受信ノードがＬＡＮとのインターフェースを持っ
ている事を除けば、基本構成と同様である。

図３．４　拡張構成１

注17）ルーティングプロトコルを読み取ることにより、接続相手のネットワークの構成、ネットワーク
アドレスのすべて（又は一部）が判ってしまうため、最悪の場合はネットワークに入り込まれた
り、組織構成が分かってしまうといった問題が発生する。

ＰＰＰ（ＴＣＰ／ＩＰ）

ＩＳＤＮ
送信ノード 受信ノード

ＬＡＮ
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　　（ｂ）拡張構成２、拡張構成３の場合、片側または両側のノードがＬＡＮに接続さ
れている中継ノードを経由する形態であり、この場合、ＮＳＫ　ＴＩＦＦデータ
は、すべて中継ノードを経由して、送受信ノード間の伝送が行われる。

　図３．５は、片側のノードがＬＡＮに接続されている中継ノードを経由する形
態で、図３．６が両側のノードがＬＡＮに接続されている中継ノードを経由する
形態である。
　ＰＰＰによる通信は、中継ノードから中継ノード、送信ノードから中継ノード、
受信ノードから中継ノード間で行われる。
　拡張構成１と同様にルーティングプロトコルを使用して、ダイナミック・ルー
ティングを行わない様にする必要がある。

図３．５　拡張構成２

図３．６　拡張構成３

ＷＳ

送信ノード

送信ノード

受信ノード

受信ノード

ルーター
ターミナルサーバー

ＬＡＮ

ＩＳＤＮ

ＰＰＰ

中継ノード

ＷＳ ＷＳ

中継ノード 中継ノード

ルーター
ターミナルサーバー

ルーター
ターミナルサーバー

ＰＰＰ

ＩＳＤＮ

ＬＡＮＬＡＮ
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　（３）中継ノードの種類

　　（ａ）ルーター
　最低限の機能として、ＬＡＮ用インターフェース、ＷＡＮ用インターフェース、
ＴＣＰ／ＩＰ、ＰＰＰをサポートしている必要があり、ＴＡを必要とするものと
ＩＳＤＮインターフェースを装備しているものがある。
　なお、ＩＳＤＮインターフェースを装備しているものには、Ｂチャネルを２つ
使用して１２８Kbpsで接続できるものもある。

　　（ｂ）ターミナルサーバー
　ターミナルサーバーは非同期端末をＬＡＮに接続するための機器であるが、非
同期回線用ルーターとしても使用することができる。ＩＳＤＮ網を使用する場合
は、Ｖ.１１０非同期モードをサポートしているＴＡが、１ポートにつき１台必
要となり最大回線速度は３８.４Kbpsとなる。

　　（ｃ）ワークステーション
　ルーターの替わりにＵＮＩＸワークステーションを中継ノードとして使用する
ことができる。
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　（４）トポロジー
　基本的に、専用線ではないので明確なトポロジーはないが、運用面から次の２
つが考えられる。

　　（ａ）メッシュ型（任意の接続先に接続を許可）

図３．７　メッシュ型

　任意の拠点と接続するタイプであり、ＩＰアドレスの運用について各拠点間で
同一アドレスを使用しないように明確な運用方法を決めておく必要がある。

　　（ｂ）スター型（接続先は特定の１拠点）

図３．８　スター型

　ＩＰアドレスを中央拠点にて一元管理する事ができ、各拠点は使用するアドレ
スを接続するときにダイナミックに割り当てることが可能である。

Ａ社

Ｅ社

Ｄ社 Ｃ社

Ｂ社

Ｂ社

Ｃ社

Ａ社

Ｅ社

Ｄ社

中央拠点
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　３．１．３．　適用ルーター技術

　（１）ルーター概説と最新事情

　一般にルーターとはネットワーク同士を接続し、異なるネットワーク上に接続
されるホスト間の通信を、ＯＳＩ参照モデルにおけるネットワーク層のアドレス
に基づいて中継する機器を言う。したがってルーターは少なくとも２つ以上の物
理インターフェースを装備しているが、その種類は接続されるネットワークによ
り様々である。
　ルーターの典型的な利用形態としては、イーサネットのようなＬＡＮ同士を１
台のルーターによって接続する場合や、回線によって接続されたＬＡＮ同士を２
台のルーターによって接続する場合がある。前者で用いられるルーターをローカ
ル・ルーター、後者で用いられるルーターをリモート・ルーターと呼ぶことがあ
る。ルーターをハードウエアの面から見ると、専用ルーターとワークステーショ
ン上にルーティング機能を搭載したものとに分類することができる。後者を選択
した場合には、ルーターとしての機能以外にそれ自身をエンド・ノードとしても
利用することが可能であるが、ルーティング性能や管理機能においては専用ルー
ターが優っている。
　デジタル公衆網によってＬＡＮ間接続を行う場合、ターミナルアダプターを介
してルーターを網に接続する形態と、ルーターを網に直接接続する形態が考えら
れる。ルーターとターミナルアダプターとの接続には、Ｖ.３５やＸ.２１のイン
ターフェースが主に用いられている。近年になりターミナルアダプターを内蔵し
たＩＳＤＮ対応ルーターが各社から提供されており、ルーターを網に直接接続す
る形態が今後の主流になりそうである。

　（２）ＮＳＫ　ＴＩＦＦの転送に必要とされるルーターの機能

　　（ａ）インターフェース
　ルーターの回線側のインターフェースは、Ｉ.４３０に対応したＩＳＤＮイン
ターフェースまたは、ターミナルアダプターと接続するためのＸ.２１／Ｖ.３５
／ＲＳ－４４９等のインターフェースが必要となる。

　　（ｂ）データリンク層のサポート
　回線側のデータリンク層プロトコルとしてＰＰＰをサポートする。認証機能と
してＰＰＰで規定されているＣＨＡＰをサポートすることがセキュリティー上は
望ましい。
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　　（ｃ）ＩＰルーティング機能
　受信したＩＰパケットをルーティング・テーブルを参照することにより、経路
を選択し転送する。パケットを中継する際にＩＰヘッダー中の必要な箇所を書き
換える。ルーティング・テーブルの維持／更新のしくみとしては、静的な方法
（スタティック・ルーティング）および動的な方法（ダイナミック・ルーティン
グ）とがある。ただしＩＳＤＮ回線を利用する場合、ダイナミック・ルーティン
グでは回線を接続し続けなければならず、回線料金の面から現実的ではない。回
線側をスタティック・ルーティング、ＬＡＮ側をダイナミック・ルーティングと
し、スタティック・ルーティングで設定したルーティング情報をルーティング・
プロトコルでＬＡＮ側に知らせるしくみが必要である。

　以降にＮＳＫ　ＴＩＦＦ転送で必須ではないが、ＩＳＤＮ対応ルーターとして
便利な機能を掲げておく。

　　（ｄ）ダイヤルオンデマンド機能
　ルーターがＩＰパケットを回線側に転送する時に、自動的に発呼する機能であ
る。ターミナルアダプターと接続する場合には、Ｖ.２５ｂｉｓ規格を用いるこ
とが多い。ダイヤルオンデマンド機能を用いる場合には、タイマー監視によるア
イドル時の自動切断機能が必要であり、またそのためには不要なパケットを回線
上に流さないためのフィルタリング機能や切断タイマーの対象となるパケットを
識別する機能が不可欠となる。

　　（ｅ）バルク伝送機能
　同時に２つのＢチャネルを使用してほぼ128Kbpsの速度で通信する機能である。

　　（ｆ）発信者番号確認機能
　あらかじめいくつかの発信者番号を登録しておき、それ以外からの着呼を拒否
する機能。セキュリティー上有効な手段である。

　　（ｇ）ＩＳＤＮサブアドレス対応
　ルーター側でサブアドレスを認識させることにより、１本の回線に複数のルー
ターを接続することを可能にする。

　一般的なＩＰルーターでは、この他にコントロール・メッセージ、管理プロト
コルの送受信、一部のアプリケーション層の中継など、数多くの機能が備わって
いる。ＩＰルーターの機能要件についてはＲＦＣ１７１６に記されている。
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　（３）ルーティング・プロトコル

　ＴＣＰ／ＩＰのルーティング・プロトコルとしては様々なものが用いられてお
り、現在最も利用されているのはＲＩＰＲＩＰＲＩＰＲＩＰＲＩＰ（注18）であるが、近年ではＯＳＰＦＯＳＰＦＯＳＰＦＯＳＰＦＯＳＰＦ
（注19）が脚光を浴びている。また、ＲＩＰを拡張したＲＩＰ Version 2も検討
されている。
　ルーティング・プロトコルに求められる要件は、ネットワーク・トポロジーの
変化に素早く応答できること、ルーティング・プロトコルによる回線上の負荷が
小さいこと、複数の同一コストの経路に対して負荷を分散する機能が備わってい
ることなどである。
　それぞれのルーティング・プロトコルには一長一短があり、現時点ではどれが
最良とは言い難いが、ネットワーク規模や回線速度、ルーター間の相互接続性な
どを考慮して選択する必要がある。

　（４）セキュリティー

　ＩＰルーターの多くはパケットフィルタリングの機能を有しており、特定の
パケットのみを転送・廃棄する処理が可能である。特に異なる組織間のＬＡＮを
公衆回線で接続する場合は、この機能が重要となってくる。ＮＳＫ　ＴＩＦＦの
転送時には、ＩＰのソース／デスティネーションアドレスやＴＣＰ／ＵＤＰポー
ト番号によるフィルタリングを行うことが望ましい。
　また、このふたつを併用することも有効な手段である。

注18）Routing Information Protocolの略。ディスタンスベクター型のルーティングプロトコルに属す
る。ホップ数（ルーターを通過する数）によって経路選択を行うが、ホップ数が１５を越えるこ
とができない、という制限がある。

注19）Open Shortest Path First の略。リンクステート型のルーティングプロトコルに属する。サブ
ネットマスクやＴＯＳ（Type Of Service）をサポートしている。
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３．２．　ＰＰＰ

　３．２．１．　ＰＰＰの概要

　（１）成立の経過と特徴

　回線を利用してコンピューター通信を実現するには、回線に接続するためのイ
ンターフェース装置と回線上でデータ伝送するためのプロトコルが必要になる。
インターネットワーキング用に業界標準としてはじめて登場したプロトコルはＳ
ＬＩＰ（Serial Line IP）である。ＩＰパケットを１２００～１９２００bpsの
専用線または加入電話回線で転送することを目的としている。高速回線向きには
ＨＤＬＣ（High-level Data Link Control）が用いられてきた。
　これはＩＰパケットをＨＤＬＣのデータ部（Ｉフレーム）に乗せて（カプセル
化という）転送する。一般的にはリンクの確立、フロー制御、再送制御は行わな
い。フレームのビット化けをチェックして、フレームが破損していれば破棄する
だけである。しかしＨＤＬＣのフレームフォーマットは機器のメーカーが独自に
決めたため、異なるベンダー間での相互接続が不可能であった。この問題を解決
するために、ＰＰＰプロトコルとして標準化が図られた。

　ＰＰＰプロトコルは１９８９年にＲＦＣ１１３４として提案されたのが始まり
で、現在までいくつかの改良が加えられ、最新はＲＦＣ１６６１となっている。
　ＰＰＰプロトコルの特徴は以下の４点に要約できる。

　　（ａ）複数のネットワーク層プロトコルのパケットを伝送できる。これはフレーム
内にプロトコル種別を示すフィールドをもっているためである。

　　（ｂ）エラー検出：フレーム内にＦＣＳ（Frame Check Sequence）フィールドを持
つ。

　　（ｃ）アドレッシング：ＩＰアドレス情報を交換するメカニズムをオプションで用
意している。

　　（ｄ）ＴＣＰとＩＰのヘッダー圧縮：Ｖａｎ　Ｊａｃｏｂｓｏｎの圧縮技術の利用
をネゴシエートでき（オプション）、圧縮したパケットであることをプロトコル
フィールドで示すことができる。

　この他、ＰＰＰは接続相手を認証する機能をオプションで用意する。この機能
は、加入電話網やＩＳＤＮ公衆網を利用するときに効果を発揮する。
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　（２）動作概要

　ＰＰＰでは、リンク確立から切断までを図３．９に示すフェーズに分けて動作
する。

図３．９　ＰＰＰのフェーズダイヤグラム

　　（ａ）最初は、ＰＰＰはリンクデッドという状態におかれている。物理的な通信路
が利用可能になると、次のリンク確立フェーズに移る。

　　（ｂ）リンク確立フェーズでは、使用するネットワーク層のプロトコルに依存しな
い接続のための情報を互いに交換することにより、２点間のリンクを確立す
る作業を行う。実際の作業にはＬＣＰ（Link Control Protocol) を用いる。

　　（ｃ）リンクを確立すると、認証フェーズに入る。リンク確立時に交換した情報に
基づいて、必要に応じて互いに相手を認証する作業を行う。ＰＡＰまたはＣ
ＨＡＰプロトコルが利用される。

　　（ｄ）認証が完了すると、ネットワーク層のプロトコルであるＩＰパケットを転送
するフェーズに入る。このフェーズではまず利用するネットワーク層のプロ
トコルごとにＮＣＰ（Network Control Protocol）を使って必要な情報を交
換する。
　ＴＣＰ／ＩＰではＩＰに対応するＮＣＰはＩＰＣＰ（ＩＰ Control Protocol）
である。ＩＰＣＰでの接続が完了すると、ＩＰパケットが運べるようになる。

　　（ｅ）リンク切断フェーズはＰＰＰリンクを切断する。実際にはＬＣＰがリンクを
切断するための情報を交換することにより切断する。

リンクデッド リンク確立 接続相手認証

リンク終了 ネットワーク層
プロトコル

ＵＰ ＯＰＥＮＥＤ

ＦＡＩＬ ＳＵＣＣＥＳＳ

ＣＬＯＳＩＮＧ

ＤＯＷＮ

ＦＡＩＬ
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　（３）ＰＰＰのフレームフォーマット
ＰＰＰで使用するフレームフォーマットを図３．１０に示す。
各フィールドは左のものから順に送出される。

図３．１０　データリンク層のフレームフォーマット

　　（ａ）フラグフィールド：
１オクテット。常に01111110（"7EH" と示す）である。フレームの始めと終
わりを示す。フレーム間には最低１つのフラグが必要である。

　　（ｂ）アドレスフィールド：
１オクテット。ＰＰＰで使用するアドレスは、常に全ステーションを示す
11111111（"FFH"）である。

　　（ｃ）制御フィールド：
１オクテット。常に 00000011（"03H"）である。すなわち、ＨＤＬＣのポー
ル／ファイナルビット（Ｐ／Ｆビット）を０に設定したＵＩ（Unnumbered
Information：非番号情報）フレームであることを意味する。

　　（ｄ）プロトコルフィールド：
２オクテット。カプセル化する情報のプロトコル種別を示す。"0XXXH～
3XXXH"の範囲はネットワーク層プロトコルのパケット伝送、"8XXXH～
BXXXH"の範囲はＮＣＰの伝送、"CXXXH～ FXXXH"の範囲はＬＣＰの伝送
を意味する。

　ＩＰプロトコルで使用するプロトコルフィールドの値を表３．１に示す。

表３．１　プロトコルフィールドの規定

　　（ｅ）情報フィールド：
０オクテット以上。プロトコルフィールドで定義したプロトコルのパケット
をのせるフィールド。デフォルトの最大値は１５００オクテットである。

　　（ｆ）ＦＣＳフィールド：
２オクテット。アドレス、制御、プロトコル、情報の各フィールドを対象に
ＣＲＣ演算した結果を入れる。

値 プロトコル名
００２１Ｈ ＩＰ（Internet Protocol）
８０２１Ｈ ＩＰＣＰ（Internet Protocol Control Protocol）
Ｃ０２１Ｈ ＬＣＰ（Link Control Protocol）
Ｃ０２３Ｈ ＰＡＰ（Password Authentication Protocol）
Ｃ２２３Ｈ ＣＨＡＰ（Challenge Handshake Authentication Protocol）

（数字はオクテット数を示す）

1 1 1 2 ０～１５００ 2 1

フラグ アドレス 制御 プロトコル 情報フィールド ＦＣＳ フラグ
７ＥＨ ＦＦＨ ０３Ｈ （表３．１） ７ＥＨ
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　３．２．２．　ＬＣＰ

　（１）リンク確立のためのＬＣＰの動作
　ＬＣＰはリンクを確立するための各種のパケットを交換し、オプションの指定
などについて双方で確認作業を行う。この手続きの中には接続相手認証機能を使
うかどうか、使うとしたらどの方式を使うかも含まれる。
　これらの動作はイベント、アクション、ステートの３つで定義する。コマンド
の受信やリスタートタイマーなどのイベントに従って、あるステートからあるス
テートに遷移する。そのときコマンドの発信など指定されたアクションを実行す
る。
　状態は最初クローズドであるが、前述のようにこの状態遷移について、詳細は
煩雑になるのでここでは触れない。厳密な定義についてはＲＦＣ１６６１の中の
状態遷移テーブルを参照すべきである。

　（２）ＬＣＰのフォーマット
　ＬＣＰパケットは、データリンク層フレームフォーマットの情報フィールドに
図３．１１に示す情報要素を格納したものである。
　このときデータリンク層フレームフォーマット内のプロトコルフィールドは、
"C021H" にセットする。

図３．１１　ＬＣＰパケットのフォーマット

（数字はオクテット数を示す）

1 1 2 　　　　　０～

コード 識別子 長さ 　　　　　データフィールド
（表３．２）
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　ＬＣＰパケットとして追加された情報要素は以下のフィールドからなる。

　　（ａ）コードフィールド：
１オクテット。ＬＣＰパケットの種類を示す。ＬＣＰパケットを表３．２に
示す。
　１～４はリンクを確立するためのパケット、５と６はリンクを終了するた
めのパケット、７～１１はリンクを管理、デバッグするための保守パケット
である。

表３．２ 　ＬＣＰパケットの種類

　　（ｂ）識別子フィールド：
１オクテット。ポイント・ツー・ポイント接続するエンドノードが要求パ
ケットを送出するとき、識別子フィールドに数値を入れる。
その要求パケットに対するレスポンスをこの数値で確認する。

　　（ｃ）長さフィールド：
２オクテット。コード、識別子、長さ、データの全フィールド長を表す。

　　（ｄ）データフィールド：
０オクテット以上。データフィールドのフォーマットはコードによって定義
される。特にＬＣＰ設定オプションは、このフィールドに含まれる。

コード パケット
1 　　　Configure-Request
2 　　　Configure-Ack
3 　　　Configure-Nak
4 　　　Configure-Reject
5 　　　Terminate-Request
6 　　　Terminate-Ack
7 　　　Code-Reject
8 　　　Protocol-Reject
9 　　　Echo-Request
10 　　　Echo-Reply
11 　　　Discard-Request
12 　　　予約済み
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　（３）ＬＣＰ設定オプション

　ＬＣＰ設定オプションは、エンド・ノード間で標準のリンク設定を変更するネ
ゴシエーションを行うために用いる。ネゴシエーションの結果で変更できる項目
は、受信可能な最大データユニット長、非同期通信制御文字マッピング、接続相
手認証機能などである。
　これらのオプションは、一方のノードがＬＣＰの Configure-Request パケット
（コード１）の中で指定し、受け取ったノードが Configure-Ack パケット（コー
ド２）を返送することで有効となる。
　ＬＣＰ設定オプションのフォーマットを図３．１２に示す。

図３．１２　ＬＣＰ設定オプションのパケットフォーマット

　　（ａ）タイプフィールド：
１オクテット。ＬＣＰの設定オプションを指定する。
現在割り当てられている番号を表３．３に示す。

表３．３　ＬＣＰ設定オプション

例えば、接続相手認証機能のタイプは３である。

　　（ｂ）オプション長フィールド：
２オクテット。タイプ、長さ、データの各フィールドを含んだ設定オプショ
ンの長さを示す。

　　（ｃ）データフィールド：
設定オプションのデータフィールドの内容は、そのタイプによって決まる。

タイプ 設定オプション
1 　　　Maximum-Receive-Unit
2 　　　Async-Control-Character-Map
3 　　　Authentication-Protocol
4 　　　Quality-Protocol
5 　　　Magic-Number
6 　　　予約済み
7 　　　Protocol-Field-Compression
8 　　　Address-and-Control-Field-Compression

（数字はオクテット数を示す）

1 1 2 1 2 　　　０～

コード 識別子 長さ タイプ オプション長 　　　データフィールド
（表３．３）
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　（４）接続相手認証機能のＰＡＰとＣＨＡＰ

　接続相手認証機能には、ＰＡＰとＣＨＡＰがあり、ここでは概略を説明する。
ＰＡＰよりＣＨＡＰのほうがセキュリティーの機能が高い。詳細はＲＦＣ１３３
４を参照されたい。
　ＬＣＰのConfigure-Request パケットでどちらかを指定する。
　ＰＡＰでは、ＬＣＰのConfigure-Request 送信に対して、Configure-Ack を受
信すると、認証フェーズに入る。ＩＤとパスワードを送信してＡＣＫを受信する
と確認が完了するいわゆる２ウェイハンドシェークである。ＩＤもパスワードも
テキストで伝送されるのでセキュリティー機能としては高くない。

　ＣＨＡＰは３ウェイハンドシェークを用い、ＰＡＰに比較してかなり複雑な手
続きをとる。リンクが確立して認証フェーズになると、チャレンジメッセージ、
すなわち返答要求メッセージを接続相手に送信する。接続相手はハッシュ・アル
ゴリズム（ＭＤ５）で計算した数値を送り返す。送信元では自分でもハッシュ値
を計算しておき、返ってきた数値が一致すればＡＣＫを接続相手に送って認証作
業が終了する。ＣＨＡＰは直接パスワードをテキストで交換しないので、セキュ
リティー機能として優れている。

　３．２．３．　ＮＣＰ

　ＬＣＰによってリンクが確立し、オプションのネゴシエーションが完了すると、
ＰＰＰはＮＣＰを使ってネットワーク層プロトコルのネゴシエートを行う。これ
によって通信可能となったネットワーク層プロトコルは、そのパケットをリンク
上へ転送できるようになる。
　ＮＣＰは各ネットワーク層プロトコルごとに用意されている。ＩＰに対応する
ＮＣＰはＩＰＣＰ（ＩＰ  Control Protocol）とよばれ、詳細はＲＦＣ１３３２
に規定されている。

　（１）ＩＰＣＰ
　ＩＰＣＰの役割は、接続を行う双方が互いに使用するＩＰアドレスと、ＴＣＰ
のヘッダー圧縮を行うかどうかネゴシエートすることにある。ＩＰＣＰのパケッ
トフォーマットを図３．１３に示す。

図３．１３　ＩＰＣＰのフォーマット

（数字はオクテット数を示す）

1 1 1 2 1 1 2 ０～ 2 1

フラグ アドレス 制御 プロトコル コード 識別子 長さ データ ＦＣＳ フラグ
７ＥＨ ＦＦＨ ０３Ｈ ８０２１Ｈ （表３．４）
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　ＬＣＰパケットと同じフォーマットであるが、ＬＣＰとは以下の点が異なる。

　　（ａ）プロトコルフィールド：
データリンク層フレーム内のプロトコルフィールドはＩＰＣＰを示す
"8021H"  がセットされる。

　　（ｂ）コードフィールド：
パケット内のコードフィールドにはＩＰＣＰパケットの種類を示す値（表
３．４）が入る。

表３．４　ＩＰＣＰパケットの種類

　ＩＰＣＰもＬＣＰと同様のフォーマットで、データフィールドを使った設定オ
プションがある。設定オプションとしては、

コード１：IP Addresses
コード２：IP Compression-Protocol
コード３：IP Address　

の３種類がある。

　（２）動作の概要
　手順としては、互いに自分の使用したいＩＰアドレスをConfigure-Request パ
ケットで相手に通知する。受信した側は、受け取ったＩＰアドレスを認めるとき
はConfigure-Ack を返送するが、認められないときはConfigure-Nak と共に使用
すべきＩＰアドレスを返送する。こうして互いに相手からのConfigure-Ack を受
け取るとネゴシエートは完了する。ヘッダー圧縮についても同様に、ヘッダー圧
縮されたパケットを受信できることをConfigure-Requestによって相手に通知する。
　この様にして、ネゴシエートが完了し、ＩＰＣＰがＯｐｅｎ状態に遷移すると、
ＩＰパケットの転送を開始する。ＩＰパケットは図３．１４に示すフォーマット
で、データリンク層フレームの情報フィールドにカプセル化されて転送される。
このときプロトコルフィールドにＩＰパケットを示す "0021H"をセットして転送
する。

図３．１４　ＩＰパケットの転送時のフォーマット　　

コード 　　　　　　　パケット
1 　　　Configure-Request
2 　　　Configure-Ack
3 　　　Configure-Nak
4 　　　Configure-Reject
5 　　　Terminate-Request
6 　　　Terminate-Ack
7 　　　Code-Reject

（数字はオクテット数を示す）
1 1 1 2 ０～１５００ 2 1

フラグ アドレス 制御 プロトコル ＩＰパケット ＦＣＳ フラグ
７ＥＨ ＦＦＨ ０３Ｈ ００２１Ｈ ７ＥＨ
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３．３．　ＴＣＰ／ＩＰ

　３．３．１．　ＴＣＰ／ＩＰの概要

　ＴＣＰ／ＩＰは、米国の代表的な研究開発用ネットワークであり、長距離ネッ
トワークの草分けといわれるＡＲＰＡＮＥＴ用に開発されたネットワークアーキ
テクチャーである。
　ＡＲＰＡＮＥＴは、米国国防総省（DOD：Department of Defense）の一機関で
あるＤＡＲＰＡ（Defense Advanced Research Project Agency）の支援のもとに
発展した。現在では多くの大学、政府機関、軍関係施設、企業をつなぎ、「DARPA
Internet」または単に「The Internet」と呼ばれる。このネットワークは、ＴＣ
Ｐ／ＩＰプロトコルを使い、ひとつの協調的な仮想ネットワークとして機能する。
　ＴＣＰ／ＩＰは、ＢＳＤ系のＵＮＩＸがプロトコルとして採用したことから、
ＵＮＩＸにおいては実質上の標準プロトコルとなっている。また、インターネッ
トプロトコルとしての実績の高さから、ＵＮＩＸ以外でも普及が進んでいる。
　ＴＣＰとＩＰはそれぞれプロトコルの名称であるが、ＴＣＰ／ＩＰという時に
は、ネットワークアーキテクチャーを構成するプロトコル群全体を指している。
ＴＣＰはＲＦＣ７９３、ＩＰはＲＦＣ７９１で規定されている。

　図３．１５に代表的なＴＣＰ／ＩＰの関連プロトコル構成図を示す。
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図３．１５　代表的なＴＣＰ／ＩＰ関連プロトコル構成図
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（注１）ＤＡＲＰＡではデータリンク層以下は標準化の対象としていない。
（注２） ＦＴＰ ：File Transfer Protocol

ＳＭＴＰ ：Simple Mail Transfer Protocol
ＲＩＰ ：Routing Information Protocol
ＮＦＳ ：Network File System protocol
ＸＤＲ ：eXternal Data Representation
ＲＰＣ ：Remote Procedure Call protocol
ＴＣＰ ：Transmission Control Protocol
ＵＤＰ ：User Datagram Protocol
ＩＰ ：Internet Protocol
ＩＣＭＰ ：Internet Control Message Protocol
ＡＲＰ ：Address Resolution Protocol
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　３．３．２．　ＩＰ

　（１）ＩＰ

　ＩＰは、ＯＳＩのネットワーク層に位置するプロトコルである。コネクション
レス型（データグラム方式）で効率的に処理する。

　主な機能は、

　　（ａ）トランスポート層から送信要求のあったメッセージ（データグラム）を下位
層のネットワーク層に適した大きさのパケットに分割（フラグメンテーショ
ン）し下位層に渡す。

　　（ｂ）データグラムの再組み立て（リアセンブリ）
　　（ｃ）インターネットアドレス（ＩＰアドレス）の解釈
　　（ｄ）ルーティング

　ネットワーク層のプロトコルをＩＰに統一することにより、ネットワークの差
異を吸収して、発信ホストから受信ホストまでの透過的な道を提供する。

　（２）ＩＰアドレス

　ＩＰでは、パケットに相手ホストと自ホストのＩＰアドレスを付けて送信する。
　ＩＰアドレスは３２ビット長で、ネットワーク識別部とネットワーク内のホス
ト識別部からなる。ネットワーク部の大きさにより３つのクラスがあり、ネット
ワークの規模やホストの数によって使い分ける。
　アドレスは、通常８ビットずつ区切って１０進表記したドット記（"x.x.x.x"）
で表す。

・クラスＡ（0.X.X.X～ 127.X.X.X） ネットワーク数　：　　 　126
ローカルホスト数：16,777,214

（0，127は特殊な用途に使う）

３２ビット

２４ビット７ビット

０ ネットワーク部 ローカルホスト部
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・クラスＢ（128.0.X.X～ 191.255.X.X） ネットワーク数　：　　16,384
ローカルホスト数：　　65,534

・クラスＣ（192.0.0.X～ 223.255.255.X）ネットワーク数　： 2,097,150
ローカルホスト数：　　　254

　アドレスは、ＣＣＩＲＮ（Cordinating Comittee for Intercontinental Research
Networking：インターネットワーキングの研究、開発の国際協力の調整を助ける
国際団体）が決めた統一手続きにより地域ごとに分散管理する。米国では、ＧＳ
Ｉ（Government System Inc）／ＮＩＣ（Network Information Center）、日本で
はＪＰＮＩＣが割り当てを管理する。

　（３）ＩＰパケットフォーマット
　ＩＰ転送の単位であるパケットの形式を図３．１６に示す。

図３．１６　ＩＰパケットフォーマット

０　　　　４　　　　８　　　　　　　　 １６　　 １９　　　 ２４　　　　　　　３１

１４ビット １６ビット

ローカルホスト部ネットワーク部０

２１ビット ８ビット

ネットワーク部 ローカルホスト部０

版 ヘッダ長 サービス 全長

識別子 フラグ 細分化 オフセット

生存 時間 プロトコル ヘッダー・ チェックサム

発信元 ＩＰアドレス

あて先 ＩＰアドレス

オプション パディング

データ
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　　（ａ）版（4ﾋﾞｯﾄ）
　ＩＰヘッダーのバージョン（現在は４）。

　　（ｂ）ヘッダー長（4ﾋﾞｯﾄ）
　３２ビットを１単位とした、ＩＰヘッダーの長さ。

　　（ｃ）サービス（8ﾋﾞｯﾄ）
　要求されたサービスの品質。通常遅延／低遅延フラグ、通常転送／高速転送フ
ラグ、通常信頼性／高信頼性フラグなど。

　　（ｄ）全長（16ﾋﾞｯﾄ）
　ヘッダー＋データのバイト数。
　１６ビット長なので許せる最大長は 65535バイト。すべてのホストは最小でも
576バイトのパケットを受け取れなければならない。

　　（ｅ）識別子（16ﾋﾞｯﾄ）
　細分化されたデータグラムの再組み立てのために発信元で付けるシーケンス番号。

　　（ｆ）フラグ（3ﾋﾞｯﾄ）
　細分化（フラグメンテーション）の制御フィールド。
　　ﾋﾞｯﾄ０：将来のため未定義。必ず０。
　　ﾋﾞｯﾄ１：ＤＦ（Don't Fragment）フラグ。細分化許可＝０／禁止＝１。
　　ﾋﾞｯﾄ２：ＭＦ（More Fragment）フラグ。最後のフラグメント＝０／続きのフ

　ラグメント有り＝１。
　　（ｇ）細分化オフセット（13ﾋﾞｯﾄ）

　分割されたフラグメントが元のデータグラムのどこに位置していたかを８バイ
ト単位のオフセットで示す。

　　（ｈ）生存時間（8ﾋﾞｯﾄ）
　そのＩＰパケットがネットワーク上に存在できる時間。（TTL：Time To Live）
（秒単位）送信側で、受信ホストに達するまでの時間を予測して設定する。
　途中のゲートウェイは、処理に費やした時間分（１秒以下のときにも必ず１）
ＴＴＬの値を減らして送り出す。ＴＴＬが０のパケットを検出したＩＰモジュー
ルはそれを破棄する。これは、永遠に配達されずにネットワーク上を浮遊するパ
ケットが存在しないようにするための処置である。ＴＴＬの最大値は２５５秒。

　　（ｉ）プロトコル（8ﾋﾞｯﾄ）
　このデータグラムを使用する上位のプロトコル（TCP=6，UDP=17）。

　　（ｊ）ヘッダー・チェックサム（16ﾋﾞｯﾄ）
　ＩＰヘッダー部分のみのチェックサム。高速性を重視してデータ部分のチェッ
クサムは行わない。計算は、ヘッダーを１６ビットワードの並びとみなし、先頭の
ワードから加算して途中でキャリーが立ったら（桁あふれ）１を加える。その加
算結果の１の補数をチェックサムとする。
　ヘッダー部しかチェックしないことや簡易な計算方法を採用しているのは、
ゲートウエーでの処理の軽減をねらいとしたものである。

　　（ｋ）発信元ＩＰアドレス、宛先ＩＰアドレス（各32ﾋﾞｯﾄ）
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　　（ｌ）オプション
　セキュリティー、経路記録など。

　　（ｍ）パディング
　ヘッダー長を４バイトの整数倍とするために０を付加する。

　（４）細分化と再組み立て

　ＩＰの主要な機能にデータグラムの細分化とその再組み立てがある。上位から
渡されたデータグラムを下位のデータリンク層の制限によって細分化する。パ
ケット交換網が相互に接続された環境では、それぞれのローカル網で許される最
大パケットサイズ（MTU：Maximum Transmission Unit）がまちまちであるが、こ
れに合わせるわけである。

　３．３．３．　ＴＣＰ

　ＴＣＰとＵＤＰは、ＯＳＩのトランスポート層に位置するプロトコルである
が、異なった特徴を持つ。信頼性を求めるアプリケーションはＴＣＰのサービス
を、高速性を求めるアプリケーションはＵＤＰのサービスを受ける。
　ユーザーに対し、ＴＣＰ／ＩＰネットワークを介したファイル転送や電子メー
ルのやりとりのサービスを提供しているのは、様々なアプリケーションプログラ
ムである。アプリケーションプログラムは、下位のＴＣＰやＵＤＰにトランス
ポートサービスを要求し、そのサービスを受けてリモートホスト上の対応するア
プリケーションと通信する。ソケットインターフェースはＢＳＤ系ＵＮＩＸで実
装されたプロセス間通信用インターフェースである。ＴＥＬＮＥＴやｒｗｈｏな
ど多くのアプリケーションが、ソケットを用いてＴＣＰ／ＩＰのサービスを利用
している。

　（１）機能と特徴

　　（ａ）ＴＣＰ
［機能］ プロセス間のバイトデータ（ストリーム）の通信

ポート番号による通信端点の多重化
再送処理
重複データの排除と順序制御
フローコントロール（ウィンドウ制御）

［特徴］ コネクション型のバイトストリーム通信
再送処理、順序制御などによる信頼性の高い通信が可能
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　　（ｂ）ＵＤＰ
［機能］ プロセス間のデータグラム通信

ポート番号による通信端点の多重化
［特徴］ コネクションレス型のデータグラム通信

信頼性は低いが高速な通信が可能
（データの信頼性の保証はアプリケーションレベルで行う）

　（２）ヘッダー

図３．１７　ＴＣＰヘッダー

図３．１８　ＵＤＰヘッダー

発信元 ポート番号 あて先 ポート番号

シーケンス 番号

ＡＣＫ 番号

ﾃﾞｰﾀｵﾌｾｯﾄ 未使用 制御ビット ウィン ドウ

チェック サム 緊急 ポインタ

オプション パディ ング

データ

０　　　　４　　　　１０　　　　　　　 １６　　　　　　　 ２４　　　　　　　　 ３１

発信元ポート番号 あて先ポート番号

全長 チェックサム

データ

０　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 １６　　　　　　　　　　　　　　　　 　３１
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　　（ａ）発信元、宛先ポート番号（各16ﾋﾞｯﾄ）
　発信元と宛先のＴＣＰ（またはＵＤＰ）モジュール間の通信端点をポートとい
う。アプリケーションは通信相手を、ＩＰアドレスとポート番号を組み合わせて
指定する。

　　（ｂ）シーケンス番号（32ﾋﾞｯﾄ）
　上位プロトコルから渡されたバイトストリームの各バイトに与えられたシーケ
ンス番号。今回の送信データが、そのバイトストリームの何バイト目からなのか
を示す。

　　（ｃ）ＡＣＫ番号（32ﾋﾞｯﾄ）
　次に受信することを期待しているデータのシーケンス番号。

　　（ｄ）データオフセット
　ＴＣＰヘッダーの長さ（４バイト単位）。データの開始位置を示す。

　　（ｅ）制御ビット（6ﾋﾞｯﾄ）
ＦＩＮ（0x01）：送信終了 　ＰＳＨ（0x08）：ＰＵＳＨ要求
ＳＹＮ（0x02）：接続要求 　ＡＣＫ（0x10）：ＡＣＫ番号セットフラグ
ＲＳＴ（0x04）：接続リセット 　ＵＲＧ（0x20）：緊急ポインター有

　　（ｆ）ウィンドウ（16ﾋﾞｯﾄ）
　受信側が次に受け取ることができるバイト数。

　　（ｇ）チェックサム（16ﾋﾞｯﾄ）
　ヘッダー部、データ部、仮想ヘッダーを併せたチェックサム。
　仮想ヘッダーは発信元と宛先のＩＰアドレスを含む９６ビット長で、ＴＣＰや
ＵＤＰは、下位のＩＰの持つ情報をのぞきこむことで値を作成する。仮想ヘッ
ダーを含むことにより、受信誤りを検出するとともに、本当に自分宛なのかの確
認がなされる。
　計算方法はＩＰと同じ。

　　（ｈ）緊急ポインター
　緊急データの末尾を指す。ＵＲＧビットオンのときのみ有効。

　　（ｉ）パディング
　ヘッダー長を４バイトの整数倍とするために０を付加する。

　（３）コネクションの確立と切断

　ＴＣＰはコネクション型通信である。ＴＣＰヘッダーの制御ビットの立ったセ
グメントをやりとりすることにより、コネクションの確立、切断を制御する。

　（４）ウィンドウ

　ＴＣＰではウィンドウを用いたフローコントロールを行う。
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３．４．　ＦＴＰと関連アプリケーション

　３．４．１．　ＦＴＰ

　（１）ＦＴＰの概要

　ＦＴＰ（File Transfer Protocol：ファイル転送プロトコル）はファイルの共
有を促進し、リモートコンピューターの間接的使用を助ける。また、ユーザーを
ホスト間のファイル記憶システムの相違から開放し、データを高信頼度でかつ能
率良く転送するために考案された、ネットワークプロトコルである。開発当初Ａ
ＲＰＡＮＥＴで使用されていたが、現在はＴＣＰ／ＩＰ上はもちろん、事実上の
コンピューター間のファイル転送標準プロトコルとして、広く使われている。
　ＦＴＰは、信頼性のある通信サービスを必要とするため、ＴＣＰのトランスＴＣＰのトランスＴＣＰのトランスＴＣＰのトランスＴＣＰのトランス
ポートサービスを使用しているポートサービスを使用しているポートサービスを使用しているポートサービスを使用しているポートサービスを使用している（注20）。

　　　　

図３．１９　ＦＴＰのコネクション

　制御コネクションはセッションを通じて持続しているが、データコネクション
は動的に生成される。制御コネクションが消滅するとセッションは終了し、デー
タ転送プロセスは終了する。

注20）ＴＣＰ／ＩＰアプリケーションサービスでは、コネクションの発信者・サービスの依頼者をクラ
イアント、コネクションの受信者・サービスの提供者をサーバーと定義している。

クライアントシステム サーバーシステム

制御プロセス制御プロセス

転送プロセス 転送プロセス
データコネクション（動的）

TCP/IPインターフェース

制御コネクション（静的）
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　ＦＴＰは、異なった仕様を持つコンピューター間のファイル転送を行うため、
クライアントとサーバーの認証、ファイルの所有権、アクセス保護、データフォー
マットに関する合意を容易に解決している。そのためファイル転送機能だけでは
なく以下の機能も提供する。

　　（ａ）インタラクティブ（会話的）アクセス：
　ＦＴＰはプログラムによって使われるよう設計されているが、大部分の実装で
は人間が簡単にリモートのサーバーと相互作用できるようにするインタラクティ
ブなインターフェースを提供している。

　　（ｂ）フォーマット（表現形式）仕様：
　ＦＴＰはクライアントが蓄積されたデータの型やフォーマットを規定できるよ
うにしている。

　　（ｃ）認証制御：
　ＦＴＰはクライアントがファイル転送を要求する前にログイン名とパスワード
を送り、自分自身を認証するように要求している。サーバーは正当なログイン名
とパスワードを設定できないクライアントのアクセスを拒否する。

　（２）プロトコル概要

　ＦＴＰプロトコルはＴＣＰのトランスポートサービスを利用し、クライアント
とサーバー間でやりとりを行う。標準ＦＴＰコマンドは、ＴＣＰセグメントの
データフィールドに格納され、送信される。代表的なコマンドを次ページに示す。
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表３．５　ＦＴＰプロトコルの代表的コマンド

　以上のコマンドはＦＴＰのクライアントソフトウエアとサーバーソフトウエア
が相互に通信する場合のみ使用され、直接ユーザーが使用することはない。しか

コマンド オペランド パラメーター 説　明

 USER  USER(username)＜crif＞  username  ログインユーザーのIDを送る

 ユーザーID

 PASS  PASS(password)＜crif＞  password  ユーザーのパスワードを送る

 パスワード

 ACCT  ACCT＜crif＞  なし  アカウント情報を送る

 QUIT  QUIT＜crif＞  なし  現在実行中のデータ転送終了後、

 コネクションを開放する

 PORT  PORT(Host-port)＜crif＞  Host-port  サーバーに対して、データコネクション

 ホスト番号  確立のために“listen”を出している

 ポート番号  データポートを伝える

 TYPE  TYPE(type code)＜crif＞  type code  データ表現タイプを伝える

 データ型  （ASCII、EBCDICなど）

 CWD  CWD(pathname)＜crlf＞  pathname  ワーキングディレクトリを変更する

 ディレクトリパス名

 RETR  RETR(pathname)＜crlf＞  pathname  ファイル受信

 ファイルのパス名

 STOR  STOR(pathname)＜crlf＞  pathname  ファイル送信

 ファイルのパス名

 DELE  DELE(pathname)＜ｃｒlｆ＞  pathname  ファイル削除

 ファイルのパス名

 RMD  RMD(pathname)＜crlf＞  pathname  ディレクトリの削除

 ディレクトリパス名

 MKD  MKD(pathname)＜crlf＞  pathname  ディレクトリの作成

 ディレクトリパス名

 LIST  LIST［(pathname)］＜crｌｆ＞ pathname  引数がディレクトリの時は、直下の

 ディレクトリパス名  ファイルの時はファイル情報を通知

 するように依頼する

 NLST  NLST［(pathname)］＜crlf＞  pathname  ファイル名リストを通知するように

 ファイルのパス名  依頼する

 STAT  STAT［(pathname)］＜crlf＞  pathname  状態通知要求

 ファイルのパス名

 HELP  HELP［(pathname)］＜crlf＞  string  ヘルプ情報要求

 コマンド
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しネットワークアナライザーを使用、またはＦＴＰ動作がトレースモードやデ
バッグモードであれば、送信されたままのテキストとして実際に確認することが
可能である。ＦＴＰサーバーはこれらのコマンドに対する独自の応答方法を持っ
ている。
　以下に応答コマンドを示す。なお、サーバー応答の数字列と文字列は常に対で
用いられる。

表３．６　ＦＴＰプロトコル上の代表的なサーバー応答コマンド

図３．２０　コマンドラインにおける -d オプションで起動したＦＴＰクライアント

　
以下は代表的なＦＴＰトランザクションの流れである。

サーバー応答 説　明

  220     Server ready  サービス準備完了

  331     User name OK. need password  ユーザー名了解。パスワードが必要

  230     User Logged in. proceed  ユーザーはログイン完了。続行可能
  150     File status OK. about to open  データコネクションをオープンするための
            data connection  ファイルの状態了解

  226     Closing data connection  データコネクションをクローズ

  200     Command OK.  コマンド了解

  550     Access denied  アクセスが拒否された

leia($HOME)% ftp -d inter.uwf.co.jp
Connected to inter.uwf.co.jp
220 inter.uwf.co.jp FTP server ready.
Name (inter.uwf.co.jp:nobu):Username
---> USER Username
331 Guest login ok.
Password:
---> PASS Password
230 User Username logged in.
 ftp> get Filename
---> PORT 199,5,60,51,6,4
200 PORT command successful.
---> RETR Filename
150 Opening ASCII mode data connection
226 Transfer complete
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図３．２１　ＦＴＰサーバーとクライアントのやりとり　

　なお、詳細はＲＦＣ９５９（File Transfer Protocol）を参照されたい。

　　　

USER username

331 Guest login ok .

Pass password

230 User username logged in .
 (get filename)

PORT 199 , 5 , 60 , 51 , 6 , 4

200 Port command successful

RETR filename

150 Opening ASCII mode data ...

226 Transfer Complete

クライアント
199.5.60.51

サーバー
133.162.162.129

制御用コネクション

データ用コネクション

ファイル転送

２０番ポート

２１番ポート任意のポート

６×256＋４
＝1540番ポートを
見張る

1540番ポート
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　３．４．２．　関連アプリケーション

　（１）ＦＴＰクライアントソフトのＧＵＩ対応

　ＦＴＰに代表されるＴＣＰ／ＩＰインターフェースソフトを利用するユーザー
は最近まで、比較的曖昧で不自由なコマンドを学ばなければならなかった。しか
し、現在ではＧＵＩ（グラフィカル・ユーザー・インターフェース）の普及によ
り、コマンドの構文自体が効果的に隠され、操作がより簡単になっている。
　以下に Microsoft   Windows  Version3.1 上で動作するＴＣＰ／ＩＰインタ
ーフェースソフトを使用したＦＴＰの使用例を示す。

TM

図３．２２　ＧＵＩ化されたＦＴＰアプリケーションの使用例
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　（２）ネットワークブラウザーのＧＵＩ対応

　現在インターネット上では、ＦＴＰをはじめ様々なアプリケーションが使用さ
れている。そこで以下に代表的な情報検索ソフトウエアである、ＷＷＷ／Ｍｏｓ
ａｉｃを中心に関連アプリケーションを概観する。

　ＷＷＷ（World Wide Web) はスイスのＣＥＲＮＣＥＲＮＣＥＲＮＣＥＲＮＣＥＲＮ（注21）において物理学者たち
の研究活動を支援する目的で開発された、ソフトウエアである。インターネット
上に散在する情報をハイパーテキストハイパーテキストハイパーテキストハイパーテキストハイパーテキスト（注22）化して、統一されたユーザーイン
ターフェースで提供する。

図３．２３　WWWサーバーにアクセスしたMosaicの画面例

注21）Organisation（旧Conseil）Europeenne la Recherche Nucleaireの略。欧州合同原子核研究機関。
注22）テキストの文字や絵の一部などから関連したテキストや絵を呼び出すことのできるデータベース。
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　ＣＥＲＮが開発したＷＷＷサーバーソフトウエアとクライアントソフトウエア
は、ＷＷＷを普及させる目的で、パブリックドメインソフトとしてソースコード
が無料公開された。それ以降ほとんどのＷＷＷ関連ソフトウエアは何らかのかた
ちでこのＣＥＲＮのソースコードを利用している。
　ＷＷＷサーバーは、米国イリノイ大学のＮＣＳＡ（National Center for
Supercomputing Applications）が開発したＮＣＳＡ　Ｍｏｓａｉｃの出現により、
急速に普及した。
　Ｍｏｓａｉｃとは、インターネットで利用可能な多数のサービスが統合されて
いるネッワークブラウザーソフトの１つである。ＷＷＷはＨＴＴＰと呼ばれる固
有の通信プロトコルを持っているが、その他の概念のサービスを統合するために、
ＨＴＴＰ以外にも様々なプロトコルに対応している。クライアントの種類やバー
ジョンによって多少異なるが、具体的には次ページのようなサービス（アクセス
プロトコル）が組み込まれている。

ＷＷＷ：ＨＴＴＰ
ファイル転送：ＦＴＰ
メニュー型情報サービス：GopherGopherGopherGopherGopher（注23）
テキストデータベース：ＷＡＩＳＷＡＩＳＷＡＩＳＷＡＩＳＷＡＩＳ（注24）
ネットニュース：ＮＮＴＰＮＮＴＰＮＮＴＰＮＮＴＰＮＮＴＰ（注25）
電子メール：ＳＭＴＰＳＭＴＰＳＭＴＰＳＭＴＰＳＭＴＰ（注26） 、ただし送信のみ
リモート端末：ＴＥＬＮＥＴＴＥＬＮＥＴＴＥＬＮＥＴＴＥＬＮＥＴＴＥＬＮＥＴ（注27）

　これらのサービスは、できるだけ画面表示や操作性が同一になるように工夫さ
れており、ユーザーがサービスの違いを特に意識せずに利用できるようになって
いる。
　Ｍｏｓａｉｃというひとつのクライアントソフトだけを使えば、従来はそれぞ
れのサービスごとに独立提供されていたクライアントソフト（ＦＴＰクライアン
ト、Gopherクライアントなど）を使う必要がない。このため、ユーザーは自分が
欲しい情報によって異なるクライアントを起動し、それぞれのクライアントに固
有の操作によって情報をアクセスするという作業から開放される。

注23）メニュー形式でインターネットに分散して蓄積された情報に対するアクセス手段をテキストベー
スで提供するシステム。

注24）World Area Information Serversの略。インターネットに分散的に蓄積された情報に対するアク
セス手段を提供するシステム。

注25）Network News Transfer Protocolの略。Network Newsの記事を読み書きするプロトコル。
注26）Simple Mail Transfer Protocolの略。より単純化されたメール転送プロトコル。
注27）仮想端末プロトコル。ネットワークを介したリモートホストにログインする。
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　ＨＴＴＰは、基本的にはクライアントがサーバーへリクエストを送信し、それ
に対してサーバーがクライアントへレスポンスを返信するという形式になってい
る。リクエストは一般に以下のシーケンスである。

メソッド
ＵＲＬＵＲＬＵＲＬＵＲＬＵＲＬ（注28）
ＨＴＴＰバージョン
リクエストヘッダー
データ

　メソッドは対象となる情報に対して行われる処理を示す。具体的には、ＧＥＴ、
ＨＥＡＤ、ＰＵＴ、ＰＯＳＴ、ＤＥＬＥＴＥなどであるが、実装の度合いはサー
バーにより異なるのが現状である。リクエストヘッダーはＲＦＣ８２２（ＳＭＴ
Ｐ）およびＲＦＣ１５２１（ＭＩＭＥ）のフォーマットに従ったいくつかの
フィールドからなり、From：、Accept：など数種類が規定されている。
　サーバーがクライアントに返すレスポンスは、一般に次のシーケンスからなる。

ＨＴＴＰバージョン
ステータスコード
リーズンライン

図３．２４　ＷＷＷ／Ｍｏｓａｉｃのクライアント構成

注28）Uniform Resource Locatorの略でインターネット上の資源を統一的に記述するための記法。

ビューワー プロトコル

ＨＴＭＬ
　ドキュメント
　ビューワー

ＪＰＥＧ
　ビューワー

Ｐｏｓｔ
　Ｓｃｒｉｐｔ
　ビューワー

ＨＴＴＰ

Ｇｏｐｈｅｒ

ＦＴＰ

ＷＡＩＳ

・
・
・

・
・
・
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　ステータスコードはリクエストを解釈した結果を１０進数３桁で表現したもの、
リーズンラインは人間に説明を与えるための文字列である。この一連の文字列を
ステータスラインと呼ぶことがある。
　リクエストを解釈した結果が正常であれば、ステータスラインの後にクライア
ントテキストが続く。ステータスラインがエラーの場合には、エラーであること
およびエラーを通知する何らかの情報がステータスラインの後に続いて返送され
る。いずれの場合もＨＴＭＬＨＴＭＬＨＴＭＬＨＴＭＬＨＴＭＬ（注29）のタグによりマークアップされた形式で返
送されるため、クライアントは受け取った文字列をそのままＨＴＭＬテキストと
して表示することが可能である。クライアントとサーバーの応答例を以下に示す。

例１：クライアントのリクエストが成功した場合
クライアントの要求

GET /index.html HTTP/1.0
サーバーの返答

HTTP/1.0 200 Document follows
MIME-Version:1.0
Server: CERN/3.0pre6
Data: Friday, 04-Nov-94 11:25:26 GMT
Content-Type: text/html
Content-Length: 1808
<HTML>
<HEAD>
<TITLE>index.html</TITLE>
</HEAD>
<BODY>

・・・（中略）・・・
</BODY>
</HTML>

注29）Hyper Text Markup Languageの略。ハイパーテキストを記述するための言語
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例２：リクエストが失敗した場合（存在しないファイルを要求したとき）
クライアントの要求

GET /not-exist.html HTTP/1.0
サーバーの返答

HTTP/1.0 404 Not found - file does't exist or read
  protected [even tried multi]

MIME-Version: 1.0
Server: CERN/3.0pre6
Date: Friday, 04-Nov-94 11:25:26 GMT
Content-Type: text/html
Content-Length: 248
<HTML>
<HEAD>
<TITLE>ERROR<TITLE>
</HEAD>
<BODY>
<H1>Error 404</H>

・・・（中略）・・・
</BODY>
</HTML>

　以下はＨＴＭＬ、ＵＲＬ、ＨＴＴＰの関係を図にしたものである。

図３．２５　動作図

ＷＷＷクライアント

ＷＷＷサーバー　

ｈｔｔｐｄ　

ＨＴＴＰ
　ＧＥＴ /xxx.

ＵＲＬ

ＵＲＬ

ＨＴＭＬ ＨＴＭＬ

ＨＴＭＬ

ＨＴＭＬ文書
ＵＲＬ

ＵＲＬ
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３．５．　セキュリティー技術

　ＴＣＰ／ＩＰを使ったネットワーク環境で留意しなくてはならない点として
「セキュリティー問題」がある。インターネットの世界的進化やオープンシステム
化の急速な広まりで、ＴＣＰ／ＩＰ通信は、多くの企業内システムですでに利用
されており、ネットワークに接続されているパソコンやワークステーションは膨
大な数となっている。したがって、セキュリティーの全く考慮されていないイン
ターネットや公衆網のアクセスポイントを持つようなネットワークは、「世界中か
ら家の中がすべて見えてしまう」ようなものである。セキュリティーを十分に考
慮した、ネットワークの構築および運用は必須である。

　３．５．１．　セキュリティーに対する基本的考え方

　ＬＡＮ環境でセキュリティーを確保するためには、Ｆｉｒｅｗａｌｌ（防火壁）
と呼ばれる手法を用いることが一般的である。これは、バリアセグメント（また
は、ボーダーセグメント）と呼ばれるＬＡＮ支線を用意して、組織内ネットワー
クと外部を接続するポイントを１個所に集めることにより、管理を容易にするこ
とを基本とする。外部からのアクセスで必要なホストやマシンはバリアセグメン
トに配置し、組織内ネットワークとはアクセス制御で外部からの不正なアクセス
を防止する。アクセス制御は、その内側のルーターやワークステーションで行う。
　ネットワーク構成やアクセス制御の方法についてはいくつかの方法がある。使
用形態や規模、目的に合った方法を選択、併用する。
　また、安全性と利便性は相反する関係にあることもネットワーク設計をおこな
う上で重要である。

公衆網（ＰＳＴＮ／ＩＳＤＮ）

外部からのアクセス範囲

インターネット

ＦＤＤＩ

ルーター ルーター ルーター ルーター

ルーター

サーバーＧＷ ＧＷ

ＧＷ

ＷＳ ＷＳ ＷＳ ＷＳ

ルーターまたは
ワークステーション

ルーターまたは
ワーク
ステーション

組織内ネットワーク

バリアセグメント

図３．２６　Ｆｉｒｅｗａｌｌの概念



76

　３．５．２．　アクセス制御

　代表的なアクセス制御には、次の３つの方法がある。

　（１）ＩＰパケットの中継を禁止する
　これは最も厳しい制限で、ＩＰパケットの中継をバリアセグメントと内部ネッ
トワーク間で禁止するものである。そのため、バリアセグメントと内部ネット
ワークを区切るゲートウエーは、ワークステーションとなり、アプリケーション
だけで外と内とのやり取りが行われる。
　バリアセグメントにサブネットの１つを割り当てる際には安全だが、外と内の
ゲートウエーとなるマシン上で扱えるアプリケーションしか使えないといった欠
点がある。これを避けるため、特定のプロトコルだけを中継するプログラムを動
かすことによって、実際の処理を組織内にあるマシンにリレーする手段もある。
しかし、大変な方式であることは否めない。

　（２）ルーティング情報を流通させない
　これには、２つのケースが考えられる。１つは、バリアセグメントと内側の
ネットワークとが別のネットワーク・アドレスを使い、バリアセグメントのアド
レスだけが外からのアクセスで認識される方法である。この場合、内側のネット
ワークには外からのアクセスはできない。しかし、バリアセグメント上にある
ワークステーションと内側のマシンとの間では自由に通信できる。バリアセグメ
ント上に必要に応じて何台ものマシンを配置してサービスをおこなうことが容易
になる。
　次が、内部のアドレスは外から認識できないが、外から内部のホストまたはマ
シンと通信したい場合、ネームサーバーをバリアセグメント上に置き、特定のマ
シンからのアクセスのみ許可する方法である。しかし、マシンの台数が極端に多
くなると、ネームサーバーの管理が大変になる。いずれも、アクセス回線上にパ
スワードなどが流れる可能性が高く、ＣＨＡＰ（ＰＰＰの認証機能）などを利用
して、回線上にパスワードを流さない工夫が必要である。

　（３）ルーターによるフィルタリングをおこなう
　ルーターのなかにはかなり強力なフィルタリング機能が実装されているものが
ある。ルーターのフィルタリング機能としては、ソース（送信元）アドレスでの
制御、デスティネーション（送信先）アドレスでの制御、アプリケーションプロ
トコルごとの制御の３つがある。
　ＩＰアドレスでのフィルタリングは、Ａというネットワークアドレスは通して
もＢは通さないといった使い方や、ある特定のアドレスだけ通すか、通さないか
といった使い方である。
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　アプリケーション・プロトコルでの制御とは、ＳＭＴＰは通すが、ＴＥＬＮＥ
Ｔや、ＦＴＰは通さないといったものである。注意点としては、アプリケーショ
ンプロトコルでの制御をおこなうとオーバーヘッドになることや、機種によって
は、これらを組み合わせて使う場合に制約が発生することである。

　３．５．３．　パスワード

　ネットワーク機器、ワークステーションなどのログインパスワードなどの管理
は、外部からの不正アクセス対策として極めて重要であり、安易なパスワードは
絶対使ってはならない。特にユーザー名や会社名から推測されるパスワードは最
も危険である。
　また、不必要なサーバーは動作させないことも有効な手段である。技術的には
外部から接続し容易にログインしているユーザー名が見えてしまうため、それを
足がかりに狙われることも考えられる。パスワードを定期的に変えるなどの運用
が必要である。

表 ３．７　デジタル公衆回線におけるセキュリティー確保のための方法

回線接続 着信制限  電話番号を公表しない
 発信者番号通知サービス、グループ
 セキュリティーサービスの利用

接続制限  ＰＰＰの認証機能（ＣＨＡＰなど）
ファイアウォール アクセス制御  ＩＰパケットの中継禁止

 ルーティング情報の流通禁止
 ルーターによるフィルタリング
 アドレスによる制御
 プロトコルによる制御

運用 ロギング  ログ情報の取得および定期的な
 ログ情報のチェック

端末ログイン制限  見抜かれにくいパスワードの使用
 定期的なパスワード変更
 端末稼働時間の制限
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３．６．　関連するＲＦＣの一覧

　以下は、本書に関連するＲＦＣのインデックスである。

１７２１ 　G. Malkin, "RIP Version 2 Protocol Analysis", 11/15/1994.
１７１６ 　P. Almquist, F. Kastenholz, "Towards Requirements for IP

　 Routers",11/04/1994.
１６６１　　W. Simpson, "The Point-to-Point Protocol (PPP)", 07/21/1994.
１５９７ 　Y. Rekhter, R. Moskowitz, D. Karrenberg, G. deGroot,

　 "Address Allocation for Private Internets", 03/17/1994.
１５８３ 　J. Moy, "OSPF Version 2", 03/23/1994.
１５２１ 　N. Borenstein, N. Freed, "MIME(Multipurpose Internet Mail

　 Extensions) Part One: Mechanisms for Specifying and Describing
　 the Format of Internet Message Bodies", 09/23/1993.

１４６６ 　E. Gerich, "Guidelines for Management of IP Address Space",
　 05/26/1993.

１３３４ 　B. Lloyd, W. Simpson, "PPP Authentication Protocols",
　 10/20/1992.

１３３２ 　G. McGregor, "The PPP Internet Protocol Control Protocol
　 (IPCP)", 05/26/1992.

１１４４ 　V. Jacobson, "Compressing TCP/IP headers for low-speed
　 seriallinks", 02/01/1990.

１０５８ 　C. Hedrick, "Routing Information Protocol", 06/01/1988.
０９５９ 　J. Postel, J. Reynolds, "File Transfer Protocol", 10/01/1985.
０８２２ 　D. Crocker, "Standard for the format of ARPA Internet

　 text messages", 08/13/1982.
０７９３ 　J. Postel, "Transmission Control Protocol", 09/01/1981.
０７９１ 　J. Postel, "Internet Protocol", 09/01/1981.

ＲＦＣの入手方法

　ＲＦＣは、日本ではftp.nic.ad.jpや他のおもなAnonymous ＦＴＰサーバから入手できる。
mail-server@nic.ad.jpのサービスを利用し電子メールで入手することも可能であるし、他の

インターネットの情報、ソフトウェアとともにＣＤ－ＲＯＭとして販売されている。
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第４章　NSK TIFFと NSKプロトコルの運用管理方法

　ＮＳＫ　ＴＩＦＦ、およびＮＳＫプロトコルは日本新聞協会（以下、協会）
デジタル写真フォーマット、ならびに推奨プロトコル（以下フォーマット、な
らびにプロトコル）として今後引き続き、国内の新聞・通信社などで使用され
る。
　フォーマット、プロトコルの運用管理は、他社との交信性や他メディアとの
画像データの交換について最低限の機能を確保するために必要であり、協会当
該部会がこれらの主旨に適さないと判断する場合は、当該社に運用形態の変更
要請、ならびに関連メーカーに対し、該当装置の改修などについて技術的諮問
が行える。
　協会技術部は、これまでに登録された新聞・通信各社のサービスＩＤなどの
基本情報と協会に登録したメーカーが発売するＮＳＫ　ＴＩＦＦをサポートす
る装置の基本仕様を把握する。

第４章　目　次
４．１．　運用管理組織と規定
　４．１．１．　運用管理組織--------------------------------------８０
　４．１．２．　代表取材の配信------------------------------------８０

４．２．　ＮＳＫプロトコル運用の参考例
　４．２．１．　アナログ公衆回線での電送手順例--------------------８１
　４．２．２．　デジタル公衆回線での電送手順例--------------------８２
　４．２．３．　運用する上での留意点------------------------------８２

４．３．　ＮＳＫ写真電送の応用例
　４．３．１．　商用パソコンネットの利用--------------------------８３
　４．３．２．　ＬＡＮ間接続--------------------------------------８３
　４．３．３．　ＷＷＷサーバーの利用------------------------------８３
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４．１．　運用管理組織と規定

　４．１．１．　運用管理組織

　　（１）フォーマット、プロトコルの運用管理に関する協会の窓口は技術委員会情
報・通信部会があたる。

連絡先 　〒１００－８５４３
東京都千代田区内幸町二丁目二番一号　
　（日本プレスセンタービル７階）　　　　
日本新聞協会　技術部　技術・通信担当　　　　
　電話　　０３（３５９１）６８０６（直通）
　ＦＡＸ　０３（３５９１）６１４９　　　　

　　（ａ）フォーマット、プロトコルについて、他社との交信性、他のメディアとの画
像データ交換に関する問題などが発生した場合、その対応を協議する。

　　（ｂ）フォーマット、プロトコルについて、調査・分析・対応策など、必要に応じ
てメーカー各社の支援・協力を求める。

　４．１．２．　代表取材の配信

　代表取材による他社への配信は、これらのフォーマット、プロトコルを適用で
きるものとする。
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４．２．　ＮＳＫプロトコル運用の参考例

　この節では運用する上でヒントになるように、ＮＳＫ　ＴＩＦＦデータをＮＳ
Ｋプロトコルで電送する例を示す。これはあくまで例であり、運用を規定するも
のではない。

　４．２．１．　アナログ公衆回線での電送手順例

　アナログ公衆回線での電送形態例を図４．１に示す。図の（ａ）「電送端末また
は写真送受信システム」を送り側、（ｂ）「写真送受信システム」を受け側とする。
　ＮＳＫ　ＴＩＦＦおよびＮＳＫプロトコルは、図の矢印で示す範囲での規定であ
り、各社内のシステム間通信のフォーマットやプロトコルにおよぶものではない。

図４．１　アナログ公衆回線での電送形態例

　（１）回線の接続とデータリンクの確立
　送り側から発呼する。受け側は常に受信可能とする。発呼からデータリンク確
立までは、通信プログラムにより一連の流れで行われる。

　（２）ファイル転送
　ＺＭＯＤＥＭプロトコルでファイルを転送する。オプションでレジューム機能、
複数ファイル指定を使用できる。受信側は送信側のオプションに従って動作する。
　ファイル名は自由だが、ＤＯＳ形式（８．３）でエクステンション部がＮＳＫ
であることを推奨する。
　１回のファイル転送が終了した後、回線を接続したまま別のファイルを連続し
て転送することができる。

　（３）データリンクの解放と回線の切断
　送り側からリンクの終了と回線の切断を指示する。

スキャナー

画像
ファイル

画像
ファイル

ＺＭＯＤＥＭ ＬＡＮ

モデム モデム

NSK TIFF、NSKプロトコルの適用範囲

(a)電送端末または写真送受信システム
　　　（送り側）

　(b)写真送受信システム
　　　　（受け側）

アナログ公衆回線

通
信
プ
ロ
グ
ラ
ム

通
信
プ
ロ
グ
ラ
ム

ＺＭＯＤＥＭ
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　４．２．２．　デジタル公衆回線での電送手順例

　デジタル公衆回線での電送形態例を図４．２に示す。図の（ａ）「電送端末また
は写真送受信システム」を送り側、（ｂ）「写真送受信システム」を受け側とする。
　ＮＳＫ　ＴＩＦＦおよびＮＳＫプロトコルは、図の矢印で示す範囲での規定であ
り、各社内のシステム間通信のフォーマットやプロトコルにおよぶものではない。

図４．２　デジタル公衆回線での電送形態例

　（１）回線の接続とデータリンクの確立
　送り側から発呼する。ＰＰＰを使ったダイヤルアップＩＰ接続とする。受け側
は常に着信可能であり、着信と同時にＰＰＰが動作する。受信側は、プールして
いるＩＰアドレスからひとつ選んで送信側に通知し、送信側は受信側から通知さ
れたＩＰアドレスを使用する。このアドレスは、受信側システムに依存する。Ｊ
ＰＮＩＣに登録していないアドレスを使用する場合は、プライベートアドレスを
使用する。

　（２）ファイル転送
　ＦＴＰのｐｕｔを使用する。ファイル名は自由。

　（３）データリンクの解放と回線の切断
　送り側から切断する。

　４．２．３．　運用する上での留意点

　（１）回線番号の通知
　回線番号を事前に通知する方法は、セキュリティー問題もあり、実際の運用す
る相手などとの検討が必要である。

　（２）認証のパスワード管理
　デジタル公衆回線でＰＰＰによるダイヤルアップＩＰ接続でＣＨＡＰによる認
証を使う時、およびＦＴＰでｌｏｇｉｎする時のパスワードをいかに管理するか、
セキュリティーと操作性の両面から検討する必要がある。

(a)電送端末または写真送受信システム
　　　（送り側）

　(b)写真送受信システム
　　　　（受け側）
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４．３．　ＮＳＫ写真電送の応用例

　デジタルデータのファイル転送で写真を電送するため、上記プロトコルの他に、
発展形態を考えることができる。今後の検討が望まれる。

　４．３．１．　商用パソコンネットの利用

　インターネットのような地球規模ネットワークや、パソコン通信会社同士の国
際的な業務提携、またはパソコン通信会社のインターネット接続を利用すれば、
プライベートネットワークの自社開発に比べ設備投資費や運用サポート費用など
を軽減することができる。特に海外など遠隔地からの電送においては、ネット
ワークプロバイダーやパソコン通信サービスの提供するアクセスポイントを利用
すると、品質の安定しない国際公衆サービスを利用するより、確実に高品質の
データ伝送が行え、時差も吸収できる。

　４．３．２．　デジタル回線でのＬＡＮ間接続

　今回推奨する基本形態はＰＰＰによるダイヤルアップＩＰ接続だが、各社のＬ
ＡＮ環境が進むにつれてＬＡＮ同士を接続（インターネット接続を含む）する形
態（３章で解説）が増えることが予想される。

　４．３．３．　ＷＷＷサーバーの利用

　インターネット上、またはプライベートに構築されるＷＷＷサーバー（３章で
解説）を利用して写真データの転送に応用することも考えられる。
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コラム　取材無線とデジタル写真電送

　各社で活用している無線写真電送はいまだ「アナログ電送」が定番だ。
しかも、取材無線は新聞・通信各社間での通信が電波法上許可されないた
め標準化作業では対象とならなかった。
　「写真電送は携帯電話や衛星回線に完全移行する予定・・・」といった
無線担当者にとって寂しい話しも聞かれ、「デジタル」全盛時代の到来で
「無線写真電送」も歴史的使命を終えたかと思われた。ところが、阪神大
震災で取材無線が大活躍、「取材無線でのデジタル写真電送の実現話し」
が急浮上することになる。
　そこで、アイディアとして出されるのは、回線モデムを使ったタレ流し
電送やＦＡＸモデム利用だが、困ったことにデジタル写真電送はアナログ
電送とは勝手が違いノイズ混入などがあればまず使い物にはならない。エ
ラー訂正ができなければ要件を満たせない
　次の手は、アマチュア無線や産業用で利用されているＴＮＣ（ターミナ
ル・ノード・コントローラ）を使った無線パケット通信によるファイル転
送が思い浮かぶ。しかし、画像データを短時間で送るにはプロトコルが重
い。残念ながら、現状では容易に接続できる高速ＴＮＣは売られておらず
開発されることを待つしかない。究極的な解決方法は、無線システムのデ
ジタル化だ。警察庁が盗聴防止などのために採用した方式だけにセキュリ
ティーの点でもメリットは大きい。送受データを半分に圧縮すれば全二重
通信が可能で、データ伝送との親和性も高い。嬉しいことに、郵政省も電
波の有効利用からデジタル化には好意的と聞く。しかし、この話には莫大
な費用がかかるといった決定的な欠点があった。台所事情が許せば是非検
討頂きたい。
　これまで述べたように、現段階では取材無線でのデジタル写真電送を実
現するための決定打はなかなか見えてこない、原因を整理すると
　　　　・送受信制御が必要なため既存プロトコル利用が難しい。
　　　　・デジタルポートとのインタフェース装置が無い。
の２点に集約されそうである。
　結論としては、「プロトコルとインタフェース装置を開発」すれば簡単
に解決する問題ではあるのだが！？

（み）
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第５章　ＮＳＫ　ＴＩＦＦとＮＳＫプロトコルの展望

　デジタル写真標準フォーマットならびに推奨プロトコルの完成に伴い、今後、
取り組まなければならない課題としてグラフィックスを含めたマルチメディア
への対応や、記事系システムと画像系システムとの統合など、次世代新聞制作
システムの構築にあたって懸案とされてきた諸テーマへの対応があげられる。
新聞・通信各社がマルチメディア時代に対応するシステム構築を行なう過程で、
どのような技術の標準化・規格化をはかるべきかを十分検討する必要がある。
　５．１．ではフォーマットのマルチメディアへの対応について、５．２．で
はプロトコルををめぐる技術動向について、５．３．では協会の対応を含む今
後の課題について述べる。

　　第５章　目　次

　５．１．　ＮＳＫ ＴＩＦＦとマルチメディア
　　５．１．１．　グラフィックス-------------------------------------８６
　　５．１．２．　動画、音声-----------------------------------------８６

　５．２．　ＮＳＫプロトコルをめぐる動向
　　５．２．１．　アナログ公衆網の利用動向---------------------------８７
　　５．２．２．　デジタル回線サービスの動向-------------------------８７
　　５．２．３．　移動体通信サービスの動向---------------------------８８

　５．３．　今後の課題
　　５．３．１．　代表取材への対応-----------------------------------８９
　　５．３．２．　保存メディアの選択---------------------------------８９
　　５．３．３．　記事系と画像系システムの統合-----------------------９０
　　５．３．４．　協会での取り組み-----------------------------------９０
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５．１．　ＮＳＫ　ＴＩＦＦとマルチメディア

　５．１．１．　グラフィックス

　ＮＳＫ  ＴＩＦＦでは多値画像データが対象となっており、ポストスクリプト
データや二値圧縮のＪＢＩＧデータなどのグラフィックスの取り扱い規定はない。
　共同通信社は加盟社への写真配信には、ポストスクリプトデータを内部に包括
できる新共同フォーマットを採用した。またＡＰ通信社では米国内のグラフィッ
クス配信にＰＤＦＰＤＦＰＤＦＰＤＦＰＤＦ（注30）の採用を検討している。
　ポストスクリプトデータは、新聞業界だけでなく一般にも事実上の標準であり、
新聞協会としても早急な対応が望まれている。
　グラフィックスを扱う方法としては、ＮＳＫ　ＴＩＦＦにポストスクリプト
データを包括する形でのバージョンアップのほか、写真やグラフィックスなど、
様々なデータを包括する新フォーマットの策定が考えられる。
　このように様々なデータを統一的に扱え、しかもＯＳやアプリケーションを超
えて使用できるフォーマットの研究は、これからの大きなテーマのひとつである。

　５．１．２．　動画、音声

　新聞業界では、これまで素材として記事、写真、グラフィックスなどが使われ
てきた。新聞が印刷物という形態をとる限り、これ以外の素材を扱うことはでき
ない。
　米国では情報スーパーハイウエー構想がスタートし、多くの新聞社がパソコン
通信やインターネットを利用した電子新聞を事業化しつつある。
　日本では通信網の整備が不十分であり、またパソコンの普及率も低いため、す
ぐに電子新聞を事業化できる環境にはない。しかし、インフラの整備により、近
い将来、動画や音声を取り込んだ電子新聞が出現する可能性は非常に高い。
　欧米ではこのような時代を想定し、新聞・通信社による共同研究もスタートし
ている。マルチメディアにかかわるフォーマットの研究は重要になるだろう。

注30）Portable Document Formatの略。テキスト、写真、グラフィックスなどすべてのデータを包括で
きると言われているアドビシステムズ社が開発したフォーマット。
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５．２．ＮＳＫプロトコルをめぐる動向

　５．２．１．　アナログ公衆網の利用動向

　今後、技術進歩によりアナログ回線用モデムは、高速性、信頼性がより求めら
れ、現在の方式とは異なったものが登場してくる可能性はある。しかし、ＺＭＯ
ＤＥＭは、アプリケーションによるファイル転送方式であるため、基本的にはそ
の場合でも利用が可能であろう。
　また、インターネットサービスを、エンドユーザーがアナログ公衆網からアク
セスできるような、ＰＰＰ・ＴＣＰ/ＩＰ通信が一般に行われ出した。これは伝
送メディアがアナログ回線ということだけで、３章で述べたデジタル回線での、
ＮＳＫ  ＴＩＦＦを転送するＦＴＰプロトコルや、リモートアクセス、セキュリ
ティー技術の考え方などは、そのまま利用が可能である。

　５．２．２．　デジタル回線サービスの動向

　ＬＡＮ間をより高速に接続しようと発展してきたＷＡＮＷＡＮＷＡＮＷＡＮＷＡＮ（注31）技術の一つに、
フレームリレー技術がある。これは光ファイバーなど信頼性の高い伝送メディア
をもとに、誤り制御や再送制御を上位層に委ねることで、２Mbpsまでのパフォー
マンスを発揮するデータ交換サービスである。バースト的に発生するＬＡＮのト
ラフィックと相性が良く、網内で輻輳制御が働くまで可変長フレームにより帯域
を有効に利用する。
　今後、マルチメディア対応できるサービスにＢ－ＩＳＤＮＢ－ＩＳＤＮＢ－ＩＳＤＮＢ－ＩＳＤＮＢ－ＩＳＤＮ（注32）がある。こ
のサービスではＡＴＭＡＴＭＡＴＭＡＴＭＡＴＭ（注33）技術を駆使し、６～１５６Mbpsのシームレスな
ネットワークサービスが提供される。

注31）Wide Area Networkの略。ＬＡＮ間をデジタル回線などで接続した広域ＬＡＮ。
注32）Broadband-ISDNの略。ＩＴＵが提唱する超高速デジタル伝送サービス。網内の伝送技術として

ＡＴＭ技術が使われる。
注33）Asynchronous Transfer Mode の略。非同期転送モード。軽量なヘッダーとデータを固定長のセル

にすることで、ハードウエアスイッチング技術により高速伝送を可能としている。
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　５．２．３．　移動体通信サービスの動向

　自動車・携帯電話をはじめとする移動体通信サービスは、今後著しい発展を遂
げることは間違いない。現在、ファイル転送などで利用されている移動体通信媒
体の主流は自動車・携帯電話である。特にデジタル携帯電話サービスはアダプ
ターやアプリケーションも用意されており、まさにデータ伝送向きのサービスと
いえる。ＮＴＴドコモでは１９９５年４月から９６００bpsの高速伝送サービス
を開始しておりＮＳＫプロトコル利用も容易である。
　また、１９９５年７月からサービスが開始されるＰＨＳＰＨＳＰＨＳＰＨＳＰＨＳ（注34）は３２Kbpsの
ＡＤＰＣＭＡＤＰＣＭＡＤＰＣＭＡＤＰＣＭＡＤＰＣＭ（注35）で音声サービスをおこなうことから、高速データ伝送利用に
期待が持たれている。データ伝送利用では誤り制御などのため実質的なスルー
プットは２８.８Kbps程度と予測されるが、２回線を同時利用する５７.６Kbps
のサービスの可能性もある。
　通信衛星サービスの関連では、インマルサットインマルサットインマルサットインマルサットインマルサット（注36）の国内利用の可能性や
Ｎ－ＳＴＡＲＮ－ＳＴＡＲＮ－ＳＴＡＲＮ－ＳＴＡＲＮ－ＳＴＡＲ（注37）衛星を利用した電話サービス、１９９８年にサービスが予
定されているイリジウム計画イリジウム計画イリジウム計画イリジウム計画イリジウム計画（注38）などが注目されるところである。他にも、
国際衛星移動通信計画（非静止衛星）としてプロジェクト２１（INMARSAT）、グ
ローバルスター（Loral Qualcomm Satellite Services Inc）、テレデシック
（Teledesic Corp）などの計画がある。いずれも１９９７年から２００１年までに
サービス開始を予定している。しかし、現段階では６４Kbpsで高速デジタルサー
ビスを始めたインマルサットＡ・ＨＳＤサービス以外は高速データ伝送利用の可
能性についてはっきりしていない。

注34）Personal Handyphone Systemの略。簡易携帯電話システム。
注35）Adaptive Differential Pulse Code Modulation の略。音声符号化方式の一つ。
注36）国際海事衛星機構の衛星サービス。日本ではＫＤＤだけがサービスしている。電話、ＦＡＸ、

データなどの利用が可能だが国内利用は原則的に認められていない。
注37）ＮＴＴが中心となり１９９５年秋に打ち上げを予定している大型の通信衛星。ＮＴＴドコモがト

ランスポンダーの一部を使用して移動体通信サービスをおこなう予定。
注38）米モトローラ社の国際衛星移動通信計画。66個の低地球軌道衛星で全世界をサービスエリアとする。
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５．３．　今後の課題

　５．３．１．　代表取材への対応

　これまでの代表取材写真の配信は、幹事社が受信した写真を印画紙で配布する
方法が一般的であった。しかし各社が写真集配信システムを構築したことや、カ
ラー化が進んだことにより、蓄積データでの配信の要求が高まった。最近では在
京各社が、ＮＴＴ電話会議サービスを利用した配信を試みている。
　新聞協会でフォーマットやプロトコルを策定した理由のひとつは、加盟各社間
での写真データ送受信を効率的に行うためである。
　今回のプロトコル決定によりこの目的は達成されたが、Point to Point を前提
にしているため完全な同送は困難である。代表取材の写真配信で同送を実現する
には、今後も研究を重ねていく必要がある。

　５．３．２．　保存メディアの選択

　ＮＳＫプロトコルによる通信でのデータ配布方法は、大量のデータを多くの社
に渡す場合には時間差、手間、通信コストなどが問題となる。このことから、
データを保存したメディアの配布方法も検討しなければならない。
　保存メディアに求められるものは、大容量であること、汎用性が高いこと、十
分なアクセス速度を持っていることである。現状では、光磁気ディスクが一般的
だが、互換性、速度についてはまだ十分とはいえない。
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　５．３．３．　記事系と画像系システムの統合

　新聞業界のシステムは、これまで記事系、画像系それぞれが独立して考えられ、
構築されてきた。これは記事系、画像系が技術的に重なる部分が少なく、それぞ
れ独自に進化してきたことが原因となっている。しかし、オープン化やダウンサ
イジングにより使用されるコンピューター、ＯＳ、データベースなどが共通と
なってきた現在では、記事系と画像系を分ける理由は希薄で、むしろ別システム
であることの欠点が指摘されるようになってきた。支局からのデータ集信から本
社内の編集処理までの運用能率向上、コスト低減など記事、画像連携の利点は多
い。
　これからのシステム開発は、トータルシステムとして考えていく必要がある。

　５．３．４．　協会での取り組み

　新聞協会は１９９４年９月、電気通信委員会と工務委員会を統合し、新たに技
術委員会を発足させた。新委員会発足にあたり、「情報サービスや通信政策など、
特にマルチメディア時代をにらみ、各種技術の標準化・規格化などに対応できる
委員会構成とする」とうたわれた経緯もあり、委員会のもとに設置された情報・
通信部会、制作部会はこれらのテーマに取り組む姿勢を整えつつある。従来、旧
電気通信委員会を中心に対応してきた各種標準化に関する課題も今後は、情報・
通信部会、制作部会が連携し、取り組む必要がでてくると思われる。
　デジタル写真標準化ワーキンググループは、英国・ウインザーで開催されたＩ
ＰＴＣ春季全体会議に二度にわたり代表を派遣し、ＮＳＫ  ＴＩＦＦとＮＳＫプ
ロトコルの策定経緯の報告を行ない、有意義な意見交換を行なうことができた。
今後の標準化策定作業は日本国内のみならず、世界の標準化動向を把握しながら
進めていかなければならない。
　ＮＳＫ  ＴＩＦＦとＮＳＫプロトコルの策定に際しては、郵政省電気通信標準
化委員会ならびに画像電子学会に当協会から委員を派遣する形で検討作業を進め
てきたが、今後、業界の各種標準化研究に着手するにあたっては、ＩＦＲＡ（国
際新聞印刷技術研究協会）やＮＡＡ（米国新聞協会）のように新聞協会もメー
カーとの合同研究部会を発足させ、検討する必要もあるだろう。
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付録Ａ．策定組織とメンバー

１．策定組織と関係組織
　　（ＷＧ１、ＰＷＧ、プロトコル作業班などの関係組織図）

学会関係 国際標準化関係

ＩＴＵ－Ｔ

郵政省
電気通信技術審議会
電気通信標準化委員会
第６専門委員会

画像電子学会

テレマティクス
研究専門委員会

カラーファクシミリ検討会

ＷＧ０
サービス

ＷＧ２
色空間

ＷＧ３
符号化

ＷＧ４
プロトコル

ＷＧ１
写真電送

　「ＷＧ１写真電送」に日本新聞協会加盟の新聞通信各社から委員を派遣している。

主　査　望月　真澄（松下電送）
副主査　山田 三千雄（毎日新聞）

デジタル写真標準化ワーキンググループ（ＰＷＧ）
　　幹　事　山田 三千雄（毎日新聞）
　　副幹事　高岸　務（産経新聞）

プロトコル作業班
　　幹　事　田代　正人（読売新聞）、小川　邦彦（読売新聞）
　　副幹事　大杉　秀邦（共同通信）
在京新聞各社委員
　　朝日、毎日、日経、東京、産経、報知、日刊スポーツ
委員派遣メーカー
　　ニコン、松下電送、日本電気、日本電気エンジニアリング、
　　富士通、富士通テクノシステム、ＮＴＴインテリジェントテク
　　ノロジ、ＫＤＤテクノロジー、ネットワンシステムズ

カラーモデル分科会
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２．社団法人日本新聞協会　技術委員会組織図
　　（日本新聞協会と本書を作成したワーキンググループとの関連組織図）

＜旧組織図＞

　１９９４年９月９日、上記の電気通信委員会は工務委員会と統合、現在の技術

委員会となり、同委員会の下部組織の構成は下記のとおり変更になった。

＜新組織図＞

電気通信委員会 情報・システム部会
デジタル写真標準化
ワーキンググループ
プロトコル作業班　

技術委員会

情報・通信部会

制作部会

印刷部会

デジタル写真標準化
ワーキンググループ
プロトコル作業班　

統括　　　
ワーキング
グループ *

『新聞技術』編集会議

新聞製作労務担当者懇談会

３部会
代表者
会議

＊統括ワーキンググループは、１９９８年５月１５日開催の技術委員会において、その
　活動終了が承認された。
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３．策定方法ならびにＮＳＫプロトコル策定メンバー

策定方法
　本規格は、日本新聞協会技術委員会情報・通信部会の下部組織であるデジタル
写真標準化ワーキンググループにより作成された。下記メンバーにより構成され
るデジタル写真標準化ワーキンググループは、カラーファクシミリの標準化を目
的として組織された、郵政省電気通信標準化委員会・第６専門委員会・カラーモ
デル分科会と連携して、カラー写真電送部門の標準化を行い、平成６年４月、日
本新聞協会デジタル写真フォーマット（ＮＳＫ　ＴＩＦＦ）を策定した。本規格
は、ＮＳＫ　ＴＩＦＦ策定後、下記のメンバーにより策定されたＮＳＫ　ＴＩＦ
Ｆ電送の推奨通信プロトコルである。

ＮＳＫプロトコル策定メンバー
（Ｗ；ＷＧ委員、Ｐ；プロトコル検討作業班委員）

《日本新聞協会デジタル写真標準化ワーキンググループ》
新聞・通信社各委員
　神保　　修　朝日新聞東京本社（Ｗ、Ｐ）
　南村　幸弘　朝日新聞東京本社（Ｗ、Ｐそれぞれ1995年 3月まで）
　山田三千雄　毎日新聞東京本社（Ｗ副主査、Ｐ）
　田代　正人　読売新聞社（Ｗ、Ｐ幹事）
　小川　邦彦　読売新聞社（Ｗ、Ｐ幹事）
　佐治　俊一　日本経済新聞社（Ｗ）
　佐藤　博之　日本経済新聞社（Ｐ）
　三菅　道夫　日本経済新聞社（Ｐ）
　橋村　清三　東京新聞（Ｗ、Ｐそれぞれ1994年 12月まで）
　杉本　雅昭　東京新聞（Ｗ：1994年 12月から、Ｐ）
　上　　　学　東京新聞（Ｐ：1994年 12月から）
　高岸　　務　産経新聞東京本社（Ｗ）
　石川　　勉　産経新聞東京本社（Ｐ）
　増田　善功　報知新聞社（Ｗ、Ｐ）
　米村　　讓　日刊スポーツ新聞社（Ｗ）
　新村　良孝　日刊スポーツ新聞社（Ｐ）
　大杉　秀邦　共同通信社（Ｗ、Ｐ副幹事）
　本多　　浩　時事通信社（Ｗ）
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《カラーファクシミリ検討会ＷＧ１》
外国通信社各委員
　大澤　雄一　ＡＰ通信社東京支局（Ｗ：1994年 12月まで）
　佐藤　光彦　ＡＰ通信社東京支局（Ｗ：1994年 12月から）
　田島　　学　ＡＰ通信社東京支局（Ｗ）
　浜口　　徹　ロイタージャパン（Ｗ）
　田中　久恵　ロイタージャパン（Ｗ）
　青山　　亨　ＡＦＰ通信社東京支局（Ｗ：1994年 12月から）

電気通信事業者、メーカー各委員
　安藤　　大　ＮＴＴ（Ｗ、Ｐそれぞれ1994年 11月まで）
　矢谷　　正　ＮＴＴインテリジェントテクノロジ（Ｗ、Ｐそれぞれ1994年11月から）
　斉藤　雅弘　ＫＤＤテクノロジー（Ｗ、Ｐそれぞれ1995年 2月まで）
　柳原　広昌　ＫＤＤテクノロジー（Ｗ、Ｐそれぞれ1995年 2月まで）
　河野　健男　ＫＤＤテクノロジー（Ｗ、Ｐそれぞれ1995年 2月から）
　鶴本　啓三　ＫＤＤテクノロジー（Ｗ、Ｐそれぞれ1995年 2月から）
　北村　義男　ソニー（Ｗ）
　白柳　彰彦　東芝（Ｗ）
　豊田　堅二　ニコン（Ｗ：1994年 12月まで）
　原　　俊郎　ニコン（Ｗ：1994年 12月から）
　中山　　正　ニコン（Ｗ、Ｐ）
　中川　博之　日本コダック（Ｗ）
　橋口　祥一　日本電気（Ｗ、Ｐ）
　荒川　徳夫　日本電気エンジニアリング（Ｗ、Ｐ）
　川北　　修　ネットワンシステムズ（Ｐ：1995年 1月から）
　安藤　卓哉　ネットワンシステムズ（Ｐ：1995年 1月から）
　山口　誠吾　富士通（Ｗ、Ｐ）
　木村　　誠　富士通テクノシステム（Ｗ、Ｐ）
　長沼　泰宏　富士通（Ｐ）
　石川　茂雄　松下電送（Ｐ）
　寒澤　　剛　松下電送（Ｐ）
　望月　真澄　松下電送（Ｗ主査）

　梶　　光雄　東京工芸大学、ＩＴＵ－Ｔ、カラーモデル分科会委員（Ｗ）
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付録Ｃ．関連用語一覧

五十音順関連用語一覧

イーサネットイーサネットイーサネットイーサネットイーサネット
　Ethernet。l0Mbps程度の速度を持つＬＡＮのメディアおよびプロトコル。バス型のト
ポロジーを持つ10BASE5、10BASE2、スタ一型のトポロシーとなる10BASE-T、10BASE-F
がある。近年、より対線（ＵＴＰ）を用い配線・管理が容易な10BASE-Tが多く導入さ
れている。

インターネットインターネットインターネットインターネットインターネット
　広義の意味で用いる場合は、ＬＡＮ同士を広域回線を介して接続した状態をインター
ネット、インタ一ネットワークという。また、これとは少し異なる意味で「インター
ネット」という語を使う場合も多い。ＴＣＰ／ＩＰ通信の世界（ＩＰアドレスの世界）
は、現在全世界と接続されている。この全世界的なネットワークの固有名詞としてイン
ターネット（The Internet）と呼ぶ。

エンドノードエンドノードエンドノードエンドノードエンドノード
　Endnode。通信での最終目的のノードをいう。

オーバーヘッドオーバーヘッドオーバーヘッドオーバーヘッドオーバーヘッド
　実際に通信を行う場合に、実データ以外に必要となる制御のための処理部分。

オクテットオクテットオクテットオクテットオクテット
　Octet。８ビットを表す単位（情報転送単位）。

クライアントクライアントクライアントクライアントクライアント
　Client。コンピューターネットワークでサービスを受ける側の機器、サービスを要求
する側の機器。

ゲートウエーゲートウエーゲートウエーゲートウエーゲートウエー
　Gateway。ＯＳＩ参照モデルの７階層までに渡って変換を行う装置。ＵＮＩＸやＩＰ

ネットワークでは、ルーターのことをゲートウエーと表現する場合がある。

公衆回線公衆回線公衆回線公衆回線公衆回線
　遠隔地間を接続する回線で、不特定多数の人が共有できる回線。電話網、X.25、ISDN
などがこれにあたる。
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コネクションコネクションコネクションコネクションコネクション
　コネクション型の通信の場合、データを送信する時に、送信する端末と受信する端末
間、つまりエンドノード間で通信を行うための「論理的な通信路＝コネクション」を設
定する。データは必ずこのコネクション上を流れていき、データの到着や順序が保証さ
れる。

サーバーサーバーサーバーサーバーサーバー
　Server。コンピューターネットワークでサービスを提供する側の機器。

サブネットサブネットサブネットサブネットサブネット
　ＩＰアドレスは、主にＩＰネットワークアドレス部とＩＰホストアドレス部からなる
が、このＩＰホストアドレス部をさらにネットワークアドレスとして分割したものをＩ
Ｐサブネットワークという。このＩＰサブネットワークを定義するのがサブネットマス
クとなる。

垂直分散垂直分散垂直分散垂直分散垂直分散
　ホストコンピューターを中心に縦方向に機器を展開する方式。汎用コンピューターに
複数の専用回線を介してノンインテリジェント端末が接続する場合などがこれにあたる。

水平分散水平分散水平分散水平分散水平分散
　接続される機器同士が同等の力関係で通信を行い、横方向に発展していく方式。垂直
分散のようにホストコンピューターに処理が集中する形でなく、コンピューターネット
ワークにつながる各コンピューターに処理が分散される形となる。

スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン
　Stand Alone。ワークステーションやパソコンなどを１台のみで使用すること。コン
ピューターをネットワークに接続せず使用することの総称。

スループットスループットスループットスループットスループット
　１秒間にどの程度のパケット処理能力があるかを表す言葉。単位はＰＰＳ（Packets
Per Second）など。

専用回線専用回線専用回線専用回線専用回線
　遠隔地間を接続する回線で、契約者のみがバンド幅を専有できる回線。専用回線には
9600bpsなどの低速なものと、より高速なスーパーデジタル回線などがあり、コンピュー
ターネットワークを接続する媒体として用いる。
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ダウンサイジングダウンサイジングダウンサイジングダウンサイジングダウンサイジング
　Downsizing。１９８０年代後半、パソコンやワークステーションの性能が飛躍的に向
上し、価格も低下してきた。同時にＴＣＰ／ＩＰの普及・発展や、ＯＳの進化によりこ
れらのコンピューターをネットワークで接続することも一般的になってきた。この結
果、ホストコンピューター（メーンフレーム）で行っていた企業の業務を、パソコンや
ワークステーションのシステムに置き換える動きがでてきた。これをダウンサイジング
という。

多重化多重化多重化多重化多重化
　一本の回線（通信路）を複数のユーザー、サービスで共用すること。

データグラムデータグラムデータグラムデータグラムデータグラム
　データのかたまり、もしくはデータを表す単位。パケット、フレームと同様な意味。

デーモンデーモンデーモンデーモンデーモン
　デーモンとは、常時起動されていて特定の処理を行うプロセスのことをいう。

電子メール電子メール電子メール電子メール電子メール
　ネットワーク上で特定の相手に対して、メッセージ（ファイル）を送り届けるサービ
ス。紙に書かれた手紙をネットワーク上で実現しているイメージとなる。

ト－クンリングト－クンリングト－クンリングト－クンリングト－クンリング
　Token Ring。リング形式のＬＡＮ。伝送速度には4Mbpsと 16Mbpsのものが存在する。
信頼性、転送効率はイーサネットより高い。見かけ上はスタ一型のネットワーク構成を
とるものも多いが、論理的な接続形態はリング型となる。トークンというパケットがリ
ング上を回っており、データを転送したいノードはこのトークンの後ろにデータをつけ
て送り出すことになる。標準化はIEEE802.5による。

ドメインドメインドメインドメインドメイン
　ＤＮＳで階層化された名前の一部分で、組織部分を表す場合が多い。通常、同一組織
であれば同一ドメインを使う。

トラフィックトラフィックトラフィックトラフィックトラフィック
　ネットワーク上を流れるデータ量を意味する。
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ネットワークアーキテクチャネットワークアーキテクチャネットワークアーキテクチャネットワークアーキテクチャネットワークアーキテクチャ
　Network Architecture。コンピューター通信を実現するための考え方や体系を示した
もの。つまり、コンピューター通信を行うための、全体構成（技術、データの流れな
ど）を提示したものといえる。ＳＮＡ（ＩＢＭ社）、ＦＮＡ（富士通）、ＨＮＡ（日立製
作所）、ＸＮＳ（ゼロックス社）など各社それぞれのものがあるが、各社ともＴＣＰ／
ＩＰとＯＳＩに対応するようになりつつある。

ノードノードノードノードノード
　Node。ワークステーション、ルーター、その他各種のコンピューターなどネットワー
クに接続されている機器の総称。

パケットパケットパケットパケットパケット
　Packet。データのかたまり、もしくはデータの単位の呼び方。ネットワーク層以上で
使う表現。

パケット交換パケット交換パケット交換パケット交換パケット交換
　大きなデータを、小さなデータのかたまり（パケット）に分割し転送する方法。パ
ケットには発信元、宛先、元データの位置などの情報を含むへッダーが付く。これによ
りひとつの通信路を複数のユーザーで共用することが可能になる。

フィルターフィルターフィルターフィルターフィルター
　ブリッジ、ルーターなどのインターネットワーク機器が、フレーム（パケット）をア
ドレス、その他の情報、基準に基づいて、その機器を通過させるさせないの判断をする
こと。

ブリッジブリッジブリッジブリッジブリッジ
　Bridge。２つ以上のネットワークを接続する時に使用され、相互のデータを中継す
る。ブリッジはデータリンク層での中継機器に位置する。

ブルーターブルーターブルーターブルーターブルーター
　対応するプロトコルについてはルーターとして機能し、非対応のプロトコルについて
はブリッジとして機能する。マルチプロトコルルーターの多くは、ブリッジの機能を元
から持っていたり、付加することが可能。これらもブルーターの一種といえる。ブリッ
ジングルーター、ブリッジ／ルーターなどと表現する場合もある。

フレームフレームフレームフレームフレーム
　Frame。データのかたまり、もしくはデータの単位の呼び方。データリンク層レベル
ではフレームという単位で表す。
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ブロードキャストパケットブロードキャストパケットブロードキャストパケットブロードキャストパケットブロードキャストパケット
　同一ネットワーク内の全ノードに対して、同時に送るパケットのこと。同報パケット
ともいう。

プロトコルプロトコルプロトコルプロトコルプロトコル
　Protocol。コンピューター通信を行うために必要な約束事をいう。コンピューター同
士で通信を行う場合はプロトコルが一致している必要がある。

ホストホストホストホストホスト
　Host。ＴＣＰ／ＩＰ通信では、ＩＰホストアドレスを持つコンピューターや接続装置
などを指す。ＵＮＩＸでは、ネームサーバーやTELNETの接続先のサーバー、データ
ベースサーバーなどを慣用的に指す場合もある。また、汎用大型コンピューター（メー
ンフレーム）やミニコンの世界では、その大型コンピューター、ミニコン自体を指す言
葉として使われる場合もある。

ユニキャストユニキャストユニキャストユニキャストユニキャスト
　ユニキャストは相手先をひとつに特定したパケットを指す。ブロードキャストやマル
チキャストは複数の相手先をターゲットにするのに対して、ユニキャストはひとつの相
手先がターゲットになる。

より対線より対線より対線より対線より対線
　Twisted Pair Cable ツイステッドペアケーブル（ツイストペアケーブル）。シールド
をされているSTP(Shielded Twisted Pair Cable)とシールドをされていないUTP
(Unshielded Twisted Pair Cable)がある。

ルータールータールータールータールーター
　Router。２つ以上の物理的なネットワークを接続する時に使用され、相互のデータを
中継する。その際、経路情報を参照し、ルートを決定してデータを中継する。ネット
ワーク層での中継機器に位置する。

ルーティングプロトコルルーティングプロトコルルーティングプロトコルルーティングプロトコルルーティングプロトコル
　Routing Protocol。経路情報を伝達もしくは取得するために使用するプロトコル。Ｔ
ＣＰ／ＩＰ通信ではＲＩＰ、ＯＳＰＦなどが使用されている。
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アルファベット順関連用語一覧

anonymous anonymous anonymous anonymous anonymous ＦＴＰＦＴＰＦＴＰＦＴＰＦＴＰ
　インターネット上に数多く存在する、誰でも利用することのできるサーバー。便利な
各種のＰＤＳ（パブリックドメインソフトウェア）や、いろいろなデータベースサービ
スなどが用意されている。

ＡＮＳＩＡＮＳＩＡＮＳＩＡＮＳＩＡＮＳＩ
　American National Standard Institute 米国規格協会。アメリカ国内の標準化機関。

ＡＰＩＡＰＩＡＰＩＡＰＩＡＰＩ
　Application Program Interface。

ＡＲＰＡＲＰＡＲＰＡＲＰＡＲＰ
　Address Resolution Protocol。ＩＰアドレスからハードウエアアドレスを得るため
のプロトコル。

ＡＲＰＡＮＥＴＡＲＰＡＮＥＴＡＲＰＡＮＥＴＡＲＰＡＮＥＴＡＲＰＡＮＥＴ
　Advanced Research Projects Agency Network。米国国防総省（DOD）がパケットやプ
ロトコルの実験をするために開始したネットワーク。

ＡＴＭＡＴＭＡＴＭＡＴＭＡＴＭ
　Asynchronous Ttanfer Mode 非同期転送モード。B-ISDNを実現するための回線交換と
データ伝送の技術。

Ｂ－ＩＳＤＮＢ－ＩＳＤＮＢ－ＩＳＤＮＢ－ＩＳＤＮＢ－ＩＳＤＮ
　Broadband-ISDNの略。ITU が提唱する超高速デジタル伝送サービス。網内の伝送技術
としてATM技術が使われる。

ＢＰＬＵＳＢＰＬＵＳＢＰＬＵＳＢＰＬＵＳＢＰＬＵＳ
　米国のCompuServeで開発されたセンター主導のファイル転送プロトコル。クライア
ントプログラムの仕様はオープンだが、センター側のプログラムに関しては、ライセン
スを受ける必要がある。

ＣＣＩＴＴＣＣＩＴＴＣＣＩＴＴＣＣＩＴＴＣＣＩＴＴ
　International Telegraph and Telephone Consultative Committee 国際電信電話諮
問委員会。通信関連の工業規格を作成していた委員会でITU（International Telecom-
munication Union 国際電気通信連合）の付属機関。ITUの組織組み替えによりITU-T
（Telecommunication Standardization Sector）と名称変更された。
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ＣＥＲＮＣＥＲＮＣＥＲＮＣＥＲＮＣＥＲＮ
　Conseil Europeenne la Recherche Nucleaire 欧州合同原子核研究機関。

ＣＨＡＰＣＨＡＰＣＨＡＰＣＨＡＰＣＨＡＰ
　Challenge Handshake Authentication Protocol。ＰＰＰにおける接続相手認証機能。

ＣＲＣＣＲＣＣＲＣＣＲＣＣＲＣ
　Cyclic Redundancy Check 巡回冗長性検査。エラー検出方式で、16ビット方式と32
ビット方式がある。

ＤＡＲＰＡＤＡＲＰＡＤＡＲＰＡＤＡＲＰＡＤＡＲＰＡ
　Defence Advanced Research Projects Agency 米国国防総省高等研究計画局。

ＤＩＴＤＩＴＤＩＴＤＩＴＤＩＴ
　Digital Information Transmission。AFPとハッセルブラッド社が共同開発したデジ
タル画像電送プロトコル。現在のバージョンは３.２である。

ＤＮＳＤＮＳＤＮＳＤＮＳＤＮＳ
　Domain Name System。ネットワーク上の資源を統合管理するためのシステム。

ＤＯＤＤＯＤＤＯＤＤＯＤＤＯＤ
　Department of Defence 米国国防総省。

ＤＳＵＤＳＵＤＳＵＤＳＵＤＳＵ
　Digital Service Unit の略。回線終端装置。ISDN伝送路の終端。

ＥＴＹＰＥＥＴＹＰＥＥＴＹＰＥＥＴＹＰＥＥＴＹＰＥ
　イーサネットヘッダー内にある上位プロトコルを識別するためのフィールド。

ＦＣＳＦＣＳＦＣＳＦＣＳＦＣＳ
　Frame Check Sequence。フレーム内のフィールドで、エラーを検出するために使用さ
れる。

ＦＤＤＩＦＤＤＩＦＤＤＩＦＤＤＩＦＤＤＩ
　Fiber Distributed Data Interface。ANSIの X3T9.5で規格標準化が行われている通
信の規格。光ファイバーを使用した100Mbpsの LAN。

FirewallFirewallFirewallFirewallFirewall
　防火壁。ＬＡＮ環境でセキュリティーを確保するための手法。
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ＦＴＰＦＴＰＦＴＰＦＴＰＦＴＰ
　File Transfer Protocol。ＴＣＰ／ＩＰ通信でのファイル転送のために使用するプロ
トコル。コマンドも同様にftpとなる。

ＦＴＡＭＦＴＡＭＦＴＡＭＦＴＡＭＦＴＡＭ
　File Transfer, Access and Management。ネットワークでのファイル転送と共有のた
めのＩＴＵ－Ｔ標準。

GopherGopherGopherGopherGopher
　インターネットの情報にアクセスする手段をテキストのメニュー形式で提供するシス
テム。

ＨＤＬＣＨＤＬＣＨＤＬＣＨＤＬＣＨＤＬＣ
　High level Data Link Control。従来から使用されているデータリンク層のプロトコ
ル。高速回線用として使用されてきた。

ＨＴＭＬＨＴＭＬＨＴＭＬＨＴＭＬＨＴＭＬ
　Hyper Text Markup Language。WWWで使用されているハイパーテキストを記述するた
めの言語。

ＨＴＴＰＨＴＴＰＨＴＴＰＨＴＴＰＨＴＴＰ
　Hyper Text Transfer Protocol。WWWで使用されるハイパーテキストを通信するため
のプロトコル。

ＩＣＭＰＩＣＭＰＩＣＭＰＩＣＭＰＩＣＭＰ
　Internet Control Message Protocol。ＩＰレベルで発生した障害を繰り返し発生さ
せないような情報通知や診断を行うプロトコル。

ＩＥＴＦＩＥＴＦＩＥＴＦＩＥＴＦＩＥＴＦ
　Internet Engineering Task Force。インターネットに関しての短期間の技術的問題
を解決するためのグループ。

ＩＮＳＩＮＳＩＮＳＩＮＳＩＮＳ
　Information Network System 高度情報通信システム。ＮＴＴのＩＳＤＮサービス名。

ＩＰＩＰＩＰＩＰＩＰ
　Internet Protocol。インターネットプロトコルの略。ＴＣＰ／ＩＰ通信でのネット
ワーク層に位置するプロトコル。
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ＩＰアドレスＩＰアドレスＩＰアドレスＩＰアドレスＩＰアドレス
　３２ビットからなるＩＰ層でのアドレス。ＩＰネットワークアドレスとＩＰホストア
ドレスからなる。３２ビットをこの２つに配分する方法などにより、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄな
どのクラスに分類される。

ＩＰＣＰＩＰＣＰＩＰＣＰＩＰＣＰＩＰＣＰ
　Internet Protocol Control Protocol。ＰＰＰにおいて、ＩＰパケットを転送する前
にＩＰアドレス等のネゴシエーションを行う。

ＩＰＴＣＩＰＴＣＩＰＴＣＩＰＴＣＩＰＴＣ
　International Press Telecommunication Council 国際新聞電気通信評議会。

ＩＳＤＮＩＳＤＮＩＳＤＮＩＳＤＮＩＳＤＮ
　Integrated Services Digital Network サービス総合デジタル網。音声通信とデータ
通信が混在可能な回線。Ｇ４ファックス、データ通信、テレビ会議など多様な用途に使
われている。

ＩＳＯＩＳＯＩＳＯＩＳＯＩＳＯ
　International Standards Organization 国際標準化機構。工業関連分野の様々な標
準化を行う国際機関。

ＩＴＵ－ＴＳＩＴＵ－ＴＳＩＴＵ－ＴＳＩＴＵ－ＴＳＩＴＵ－ＴＳ
　International Telecommunication Union-Telecommunication standardization
Sector 国際電気通信連合電気通信標準化セクター。電気通信関連の研究や勧告の策定
を行う。1993年にCCITTが組織改編されたことに伴い改称された。

ＪＰＮＩＣＪＰＮＩＣＪＰＮＩＣＪＰＮＩＣＪＰＮＩＣ
　Japan Network Information Center。日本におけるＩＰアドレスの割り当て管理機
関。東京大学内に設置。

ＬＡＮＬＡＮＬＡＮＬＡＮＬＡＮ
　Local Area Network。ｌつ建物の中やキャンパスの敷地内など比較的狭い地域での
ネットワーク。l0～ l00Mbpsの伝送速度が一般的。

ＬＡＰＤＬＡＰＤＬＡＰＤＬＡＰＤＬＡＰＤ
　Link Access Procedure on the D-channel。ＩＳＤＮ－Ｄチャネル用データリンク層
アクセスプロトコル。
ＴＴＣ標準ではＪＴ-Ｑ９２１で規定。
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ＬＡＰＭＬＡＰＭＬＡＰＭＬＡＰＭＬＡＰＭ
　Link Access Procedure for Modems。ＣＣＩＴＴ（現ＩＴＵ-Ｔ）勧告Ｖ.４２で定
義されているエラー訂正プロトコル。

ＬＣＰＬＣＰＬＣＰＬＣＰＬＣＰ
　Link Control Protocol。ＰＰＰで２点間のリンクを確立する作業を行う。

ＬＺＷＬＺＷＬＺＷＬＺＷＬＺＷ
　Lempel-Ziv法をWelchが改良した画像圧縮方法。ZMODEMで使用される他、ＵＮＩＸ
で多く使われている。

ＭＡＣアドレスＭＡＣアドレスＭＡＣアドレスＭＡＣアドレスＭＡＣアドレス
　ＬＡＮのハードウエアアドレスのこと。データリンク層で定義される機器自体の物理
アドレス。

ＭＮＰＭＮＰＭＮＰＭＮＰＭＮＰ
　Microcom Network Protocol。米国Microcom社が開発したエラー訂正、圧縮方式。

MosaicMosaicMosaicMosaicMosaic
　インターネットで利用されているＨＴＭＬを簡便に利用できるブラウザーソフトウエ
ア。

ＮＣＰＮＣＰＮＣＰＮＣＰＮＣＰ
　Network Control Protocol。ＰＰＰでＩＰパケットを転送するためのプロトコル。

Net WareNet WareNet WareNet WareNet Ware
　ノベル社のパソコン用のネットワークＯＳ。Net Ware 自体もIPX/SPXなどの各種の
パケット交換プロトコルからなるプロトコル体系、またはネットワーク体系とみること
もできる。

ＮＦＳＮＦＳＮＦＳＮＦＳＮＦＳ
　サン・マイクロシステムズ社が開発した、ネットワーク上の資源（ハードディスクな
ど）を共有するためのサービス。多くのメーカーがサポートしている。

ＮＮＴＰＮＮＴＰＮＮＴＰＮＮＴＰＮＮＴＰ
　Network News Transfer Protocol。インターネットのNetwork News記事を読み書き
するプロトコル。
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ＯＳＩＯＳＩＯＳＩＯＳＩＯＳＩ

　Open Systems Interconnection 開放型システム間相互接続。異機種間接続を実現す
る国際標準のプロトコル。ＴＣＰ／ＩＰに比べ普及が遅れている。

ＯＳＰＦＯＳＰＦＯＳＰＦＯＳＰＦＯＳＰＦ

　Open Shortest Path First。リンクステート型のルーティングプロトコル。

ＰＡＰＰＡＰＰＡＰＰＡＰＰＡＰ

　Password Authentication Protocol。ＰＰＰにおける接続相手認証機能。

ＰＤＦＰＤＦＰＤＦＰＤＦＰＤＦ
　Portable Document Format。テキスト、写真、グラフィックスなどすべてのデータを
包括できると言われているアドビシステムズ社が開発したフォーマット。

ＰＤＳＰＤＳＰＤＳＰＤＳＰＤＳ
　Public Domain Software。PDSは、皆が無料で自由に利用できるソフトウエア。イン
ターネット上にはたくさんのanonymous FTPが動いており、そこに有益なソフトウエア
がPDSとして存在している。

ＰＨＳＰＨＳＰＨＳＰＨＳＰＨＳ
　Personal Handyphone System。1995年 7月からサービスが開始される簡易携帯電話シ
ステム。

ＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰ
　Point to Point Protocol。インターネット通信におけるデータリンク層での二点間
のリンク確立、切断に関する標準プロトコル。異機種同士の接続が、このＰＰＰにより
容易になった。

Proxy Proxy Proxy Proxy Proxy ＡＲＰＡＲＰＡＲＰＡＲＰＡＲＰ
　ＩＰルーターを認識できないノードも通信に参加させるため、ＩＰルーターがＡＲＰ
リクエストに対して代理でレスポンスを返送するためのプロトコル（サービス）。

ＰＳＴＮＰＳＴＮＰＳＴＮＰＳＴＮＰＳＴＮ
　Public Switched Telephone Network 公衆電話網。

ＲＡＲＰＲＡＲＰＲＡＲＰＲＡＲＰＲＡＲＰ
　Reverse ARP。ARPと逆でハードウエアアドレスから、ＩＰアドレスを知るためのプロ
トコル。
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ＲＦＣＲＦＣＲＦＣＲＦＣＲＦＣ
　Request for Comments。ＴＣＰ／ＩＰ通信でのさまざまな取り決めやアイデアを、広
く公表するためのもの。ＴＣＰ／ＩＰ通信プロトコルの仕様などが記述されている。

ＲＩＰＲＩＰＲＩＰＲＩＰＲＩＰ
　Routing Information Protocol。ディスタンスベクター型のルーティングプロトコル。

ＲＬＥＲＬＥＲＬＥＲＬＥＲＬＥ
　Run Length Encoding。米国オーメンテクノロジー社が著作権を持っているランレン
グス圧縮方式。送信するファイルを圧縮し、転送時間を短縮する。

ＳＬＩＰＳＬＩＰＳＬＩＰＳＬＩＰＳＬＩＰ
　Serial Line IP。インターネットワーキング用に業界標準として広まったデータリン
ク層のプロトコル。現在では、ＰＰＰに取ってかわられている。

ＳＭＴＰＳＭＴＰＳＭＴＰＳＭＴＰＳＭＴＰ
　Simple Mail Transfer Protocol。ＴＣＰ／ＩＰ通信上で電子メールを受け渡しする
プロトコル。

ＳＮＭＰＳＮＭＰＳＮＭＰＳＮＭＰＳＮＭＰ
　Simple Network Management Protocol。ＴＣＰ／ＩＰ上でのネットワーク管理プロト
コル。

ＴＡＴＡＴＡＴＡＴＡ
　Terminal Adapter ターミナルアダプター。コンピューターをISDN回線に接続するた
めにプロトコルを変換する装置。

ＴＥＴＥＴＥＴＥＴＥ
　Terminal Equipment。ISDN網に接続するユーザー装置。ISDN標準端末がTE1、非標準
端末がTE2。

ＴＣＰＴＣＰＴＣＰＴＣＰＴＣＰ
　Transmission Control Protocol。ＩＰの上位に位置するトランスポート層プロトコ
ル。コネクション型のプロトコルで、送達確認など信頼性が考慮されている。

ＴＣＰ／ＩＰＴＣＰ／ＩＰＴＣＰ／ＩＰＴＣＰ／ＩＰＴＣＰ／ＩＰ
　Transmission Control Protocol / Internet Protocol。ＴＣＰ／ＩＰと表記した場
合、ＴＣＰとＩＰという２つのプロトコルのみでなく、ＩＰプロトコル上で実現する全
てのプロトコル群、通信サービスを指す。
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ＴＥＬＮＥＴＴＥＬＮＥＴＴＥＬＮＥＴＴＥＬＮＥＴＴＥＬＮＥＴ
　ＴＣＰ／ＩＰ通信での仮想端末プロトコル。コマンドも同様にtelnetになる。

ＴＯＳＴＯＳＴＯＳＴＯＳＴＯＳ
　Type of Service。ＩＰへッダー内のＴＯＳフィールド。サービスタイプに情報を組
み込むことにより、パケットの優先順位などが判断できるようになる。

ＴＴＣＴＴＣＴＴＣＴＴＣＴＴＣ
　Telecommunication Technology Commiteeの略。日本国内の電気通信関連の標準化委員会

ＵＤＰＵＤＰＵＤＰＵＤＰＵＤＰ
　User Datagram Protocol。トランスポート層に相当する機能を持つプロトコル。コネ
クションレスでの通信を行う。

ＵＲＬＵＲＬＵＲＬＵＲＬＵＲＬ
　Uniform Resource Locator。インターネット上の資源を統一的に記述するための記
法。

Ｖシリーズ勧告Ｖシリーズ勧告Ｖシリーズ勧告Ｖシリーズ勧告Ｖシリーズ勧告
　ITU-Tが有線通信の技術基準、運用規則の標準を定め、電話網などにおいてデータ通
信に使用される装置、伝送方式を標準化した勧告。

ＷＡＩＳＷＡＩＳＷＡＩＳＷＡＩＳＷＡＩＳ
　World Area Information Servers。インターネットの情報にアクセスする手段を提供
するシステム。

ＷＡＮＷＡＮＷＡＮＷＡＮＷＡＮ
　Wide Area Network。ＬＡＮに比べて広い地域をカバーするネットワーク。離れた地
点にあるＬＡＮ同士を、電話回線、専用回線、ＩＳＤＮなどを利用して接続する。

ＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷ
　World Wide Web。インターネット上の情報をハイパーテキスト化して提供するソフト
ウエア。

Ｘ．Ｘ．Ｘ．Ｘ．Ｘ．２５２５２５２５２５
　パケット交換網と端末とのインターフェースに関するＣＣＩＴＴ勧告（ＩＴＵ－Ｔ勧
告）。論理的な手順、論理的な構造をいう。
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ＸＭＯＤＥＭＸＭＯＤＥＭＸＭＯＤＥＭＸＭＯＤＥＭＸＭＯＤＥＭ
　ファイル転送プロトコル。標準的には128バイトのデータを送る度に誤り訂正を行
う。

ＹＭＯＤＥＭＹＭＯＤＥＭＹＭＯＤＥＭＹＭＯＤＥＭＹＭＯＤＥＭ
　ファイル転送プロトコル。1024バイト単位にCRCチェックを行う。ファイル名や作成
日付などのデータも転送する。

ＺＭＯＤＥＭＺＭＯＤＥＭＺＭＯＤＥＭＺＭＯＤＥＭＺＭＯＤＥＭ
　米国オーメンテクノロジー社が開発したファイル転送プロトコル。XMODEM、YMODEMを
改良したもので、アナログ公衆回線上でモデムを使用して効率良くファイルを転送す

る。
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　あとがき

　４年にわたる標準化作業は、日本新聞協会加盟の新聞・通信社が、相互に写真データ
を送受信できる共通のフォーマットとプロトコルの作成を目的として、現在まで継続し
てきた。１９９４年５月のＮＳＫ　ＴＩＦＦ策定に続き、今回の推奨プロトコルで初期
の目的は達成された。
　技術開発分野で、新聞・通信各社は独自の路線を進めてきた。今回の標準化作業はそ
の意味で画期的と言える。新聞・通信社側委員とメーカー技術者による調査、研究、調
整には多大の時間と労力が費やされた。細部の決定では各社のデータを公開しあって検
討を進めた。
　プロトコルの決定にあたっては、ＨＤＬＣ系かＴＣＰ／ＩＰ系かの選択肢があった
が、協会加盟各社の粘り強い話し合いや実現への熱意、参加メーカー各社の枠を越えた
協力により問題点を解決してきた。 マルチメディア時代を迎え、標準化への強い要求が
ユーザー、メーカーという異なる立場の障害を越えた協力を生みだしたと言える。
　標準化の第一歩は踏み出した。今後は、ＮＳＫ  ＴＩＦＦとＮＳＫプロトコルの新聞
協会加盟各社での普及と安定した運用を図ることが急務である。編集サイドからの要望
の強い代表取材での同報送信の実現が望まれる。同時に、新しい通信メディアの登場や
ハード・ソフトウエア技術の急速な展開を見据えた次世代のフォーマット、プロトコル
への取り組みも必要となろう。
　インターネット、情報スーパーハイウエー、フレームリレーサービス、ＡＴＭサービ
スなどマルチメディアを巡る話題は尽きない。動画と音声を含む電子新聞の研究も急
ピッチで進んでいる。グラフィックスの対応も急がれるが、米国ではニュースグラ
フィックスの配信にＰＤＦの採用が具体化している。
　街中で使用するＰＨＳ、さらに、世界の何処からでもアクセスできる低高度衛星計画
など移動体通信の実現も近い。
　新しい技術やサービスへの早い対応が、ＮＳＫ  ＴＩＦＦとＮＳＫプロトコルの普
及、発展への重要な要素となろう。
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